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1 総　合

第６０２８号

ビジネスマンの護身術　
米、大統領令でハイテク加速　
航空機関連日系30社が視察　
首相、２島決着を否定せず　
大坂、コーチと師弟関係解消　
みなみ十字　
じゃらんじゃらん　
中部ジャワで車27件連続放火

2
3
4
5
6
7
7
8

牛肉を使ったハンバ
ーグ店「いしがまや
ハンバーグ」が15
日、中央ジャカルタ
区のプラザ・インド
ネシアにオープンす
る＝上村夏美

競泳女子の池江璃花
子選手が自身のツイ
ッターで白血病と診
断されたことを明ら
かにした。写真は日
本スポーツ賞特別賞
受賞時＝時事

為　替（12日）

日本銀行（17時現在）

１万円＝127万5500ルピア
１ドル＝1万4045ルピア

１万円＝123万6800ルピア
（前日比、1300ルピア安）

両替商調べ

◇ 円・ルピア・ドル

◇ 円・ドル

世界の株価（12日）

20,864.21
531.04  

日経平均
6,426.32

-68.68

インドネシア
25,053.11

-53.22 

NYダウ（11日）

2.61% -1.06% -0.21%
※前日比は取引日ベース

１ドル＝1万3790ルピア
（同、95ルピア安）

１ドル＝110.61～63円
（８日比、0.87円安）

2019年（平成31年）
6 8

２月13日
水曜日

三菱UFJ銀T.T.B

　
１
９
９
８
年
か
ら
民
営
化
さ

れ
て
き
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州

の
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
ア
ニ

ス
・
バ
ス
ウ
ェ
ダ
ン
知
事
は
11

日
、
再
び
公
営
化
す
る
と
表
明

し
た
。

　
同
州
の
水
道
事
業
は
ス
ハ
ル

ト
政
権
下
の
98
年
に
民
営
化
。

州
営
の
水
道
会
社
Ｐ
Ａ
Ｍ
ジ
ャ

ヤ
が
、
外
資
系
の
民
間
２
社
と

２
０
２
３
年
ま
で
25
年
間
の
契

約
を
結
び
、
西
部
を
仏
系
の
Ｐ

Ａ
Ｍ
リ
ヨ
ネ
・
ジ
ャ
ヤ
（
パ
リ

ジ
ャ
）
、
東
部
を
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
系
の
ア
エ
ト
ラ
・
ア
イ
ル
・

ジ
ャ
カ
ル
タ
（
ア
エ
ト
ラ
）
が

管
理
し
て
き
た
。

　
だ
が
割
高
な
水
道
料
金
や
水

道
網
整
備
の
遅
れ
が
反
発
を
招

き
、
12
年
、
市
民
団
体
が
州
や

水
道
会
社
相
手
に
提
訴
。
条
例

違
反
な
ど
を
理
由
に
公
営
に
戻

す
よ
う
主
張
し
、
17
年
10
月
、

最
高
裁
は
民
営
化
中
止
の
判
決

を
下
し
た
。

　
ア
ニ
ス
知
事
は
11
日
に
記
者

会
見
し
、
専
門
家
か
ら
な
る
評

価
チ
ー
ム
の
推
薦
に
基
づ
き
、

再
公
営
化
を
決
め
た
と
説
明
。

１
９
９
８
年
に
44
・
５
％
だ
っ

た
水
道
普
及
率
は
、
民
営
化
後

の
20
年
間
で
14
・
９
％
し
か
上

が
ら
ず
、
２
０
１
７
年
現
在
も

59
・
４
％
に
と
ど
ま
っ
て
お
り

「
23
年
に
82
％
」
の
目
標
ま
で

ほ
ど
遠
い
現
状
を
指
摘
し
た
。

　
専
門
家
チ
ー
ム
の
一
員
で
水

問
題
を
調
査
す
る
非
営
利
団
体

ア
ム
ル
タ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ

ー
ト
代
表
の
ニ
ラ
・
ア
ル
デ
ィ

ア
ニ
氏
に
よ
る
と
、
再
公
営
化

は
株
式
購
入
、
契
約
解
除
、
一

部
事
業
譲
渡
の
方
法
が
考
え
ら

れ
、
州
は
民
間
会
社
側
と
交
渉

を
行
っ
て
い
く
。
契
約
解
除
と

な
っ
た
場
合
、
州
は
民
間
２
社

に
約
２
兆
ル
ピ
ア
の
違
約
金
を

支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い

う
。

　
最
高
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は

そ
の
後
、
財
務
省
が
再
審
請
求

し
、
18
年
11
月
に
最
高
裁
が
民

営
化
続
行
を
認
め
る
判
決
を
下

し
て
い
る
が
、
ニ
ラ
氏
は
「
民

営
化
中
止
は
憲
法
に
基
づ
い
て

行
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
見

解
を
示
し
た
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
の
水
道

を
め
ぐ
っ
て
は
、
供
給
不
足
に

よ
る
地
下
水
の
過
剰
く
み
上
げ

と
深
刻
な
地
盤
沈
下
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
　
（
木
村
綾
）

水
道
事
業 

再
公
営
化
へ

ア
ニ
ス
知
事  

20
年
間
で
普
及
率
60
％

　
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は
11
、
12
両
日
、
復
興
を
支
援
し
て
い
る
２
０
１
８
年
９
月

の
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
震
災
の
被
災
地
パ
ル
市
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
で
、
日
イ
の
震
災
復
興
経

験
を
共
有
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
来
イ
し
た
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
岩
手
県
釜
石
市

と
宮
城
県
東
松
島
市
の
職
員
３
人
は
「
根
気
強
く
住
民
と
の
対
話
を
重
ね
、
合
意
形
成
し
て

ほ
し
い
」
と
口
を
そ
ろ
え
、
今
後
直
面
す
る
被
災
者
の
移
転
や
災
害
危
険
区
域
の
適
用
な
ど
長

い
復
興
の
道
を
見
据
え
る
た
め
の
心
構
え
を
伝
え
た
。              

（
中
島
昭
浩
、
写
真
も
）

復
興「
対
話
重
ね
て
」

東
日
本
の
経
験
共
有

東
松
島
、釜
石
両
市

中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
で

　
11
年
３
月
11
日
、
日
本
三

景
・
松
島
で
知
ら
れ
る
東
松
島

市
を
最
大
10
メ
ー
ト
ル
の
津
波

が
襲
い
、
市
内
65
％
の
地
域
が

浸
水
。
雪
が
舞
う
厳
冬
の
中
、

低
体
温
症
で
亡
く
な
っ
た
人
も

お
り
、
死
者
１
１
０
９
人
、
行

方
不
明
者
24
人
に
上
っ
た
。
市

復
興
政
策
班
の
川
口
貴
史
主
任

に
よ
る
と
、
行
方
不
明
者
の
確

認
や
炊
き
出
し
な
ど
は
、
市
民

と
築
い
て
き
た
「
共
助
」
の
関

係
に
か
な
り
助
け
ら
れ
た
。

　
市
は
震
災
後
１
カ
月
で
復
旧

復
興
指
針
を
出
し
た
。
仮
設
住

宅
を
回
っ
た
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
住
民
の
都
合
を
優
先
し

て
開
催
し
た
り
す
る
な
ど
、
２

千
人
以
上
の
市
民
と
意
見
交
換

を
重
ね
た
。
結
果
、
10
年
間
の

復
興
計
画
に
あ
る
内
陸
部
と
高

台
計
７
カ
所
へ
の
集
団
移
転
に

は
、
市
民
約
８
割
が
同
意
。
被

災
自
治
体
の
中
で
は
同
意
率
が

非
常
に
高
く
「
住
民
か
ら
安
全

そ
う
な
土
地
だ
と
提
案
を
受

け
、
市
側
が
調
整
し
た
。
土
地

収
用
で
も
も
め
な
か
っ
た
」
と

対
話
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　
釜
石
市
は
「
鉄
と
魚
と
ラ
グ

ビ
ー
の
ま
ち
」
。
港
町
は
津
波

で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
災

害
関
連
死
１
０
６
人
を
含
め
、

死
者
は
９
９
４
人
に
達
し
た
。

住
居
は
全
体
の
29
％
に
当
た
る

４
７
０
４
戸
、
産
業
関
係
は
同

57
・
７
％
の
１
３
８
２
事
業

所
、
漁
船
は
同
97
・
６
％
の
１

６
９
２
隻
が
被
災
。
被
災
約
４

千
世
帯
へ
の
自
力
再
建
か
復
興

公
営
住
宅
入
居
か
の
意
向
調
査

で
「
未
定
」
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た

の
は
震
災
か
ら
６
年
半
後
の
17

年
10
月
末
。
こ
と
し
３
月
末
に

全
２
７
６
０
戸
の
宅
地
造
成
と

公
営
住
宅
の
建
設
が
終
わ
る
。

　
大
槌
湾
に
高
さ
14
・
５
メ
ー

ト
ル
の
防
潮
堤
を
整
備
す
る
こ

と
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
計
１
６

８
回
、
約
９
千
人
と
対
話
し
て

き
た
。
資
料
を
事
前
に
配
布

し
、
勤
務
後
に
合
わ
せ
た
夜
に

開
催
時
間
を
ず
ら
す
な
ど
「
市

民
第
一
」
の
姿
勢
が
重
要
で
、

市
復
興
推
進
本
部
事
務
局
の
金

野
尚
史
係
長
は
「
急
が
ば
回
れ

の
考
え
。
個
人
的
に
ド
ラ
え
も

ん
の
よ
う
な
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

は
な
い
と
思
う
」
と
人
気
ア
ニ

メ
の
話
を
交
え
て
説
明
し
た
。

　
石
井
重
成
・
釜
石
市
総
務
企

画
部
オ
ー
プ
ン
シ
テ
ィ
推
進
室

室
長
は
、
「
３
年
後
に
何
が
必

要
か
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
育
て

す
る
主
婦
や
高
校
生
な
ど
多
種

多
様
な
人
材
と
７
度
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
い
、
市
民

約
７
０
０
人
と
す
り
合
わ
せ
た

地
域
活
性
化
策
を
紹
介
。
「
大

切
な
の
は
地
域
を
担
っ
て
い
く

人
を
見
つ
け
、
地
域
の
活
力
に

し
て
い
く
こ
と
」
と
語
る
。

　
三
陸
鉄
道
の
車
体
清
掃
や
漁

船
同
乗
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
体
験

観
光
プ
ラ
ン
整
備
、
民
泊
サ
イ

ト
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」
と
連
携

し
た
民
泊
の
推
進
、
起
業
資
金

２
０
０
万
円
援
助
と
メ
ン
タ
ー

紹
介
が
一
体
と
な
っ
た
起
業
家

支
援
策
と
い
っ
た
取
り
組
み
が

奏
功
し
、
過
去
50
年
間
で
約
60

％
減
っ
た
人
口
が
、
13
年
の
人

口
推
計
に
比
べ
、
18
年
調
査
で

増
加
に
転
じ
た
と
い
う
。

　
復
興
期
間
を
２
年
と
し
て
い

る
中
部
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
の
被
災

地
自
治
体
職
員
ら
は
、
８
年
か

か
っ
て
や
っ
と
ゴ
ー
ル
が
見
え

つ
つ
あ
る
日
本
の
状
況
に
驚

パ
ル
市
と
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
講
演
し
た
東
松
島
市
の
川
口
主
任

（
右
か
ら
４
人
目
）
と
釜
石
市
の
金

野
係
長
（
同
３
人
目
）
、
石
井
室
長

（
同
２
人
目
）
ら

　
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通
称

ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
大
統
領
は
11

日
、
航
空
運
賃
高
騰
に
懸
念
を

示
し
、
国
営
石
油
ガ
ス
・
プ
ル

タ
ミ
ナ
な
ど
と
対
策
を
協
議
す

る
方
針
を
表
明
し
た
。
要
因
と

し
て
燃
料
費
高
騰
を
挙
げ
、
民

間
業
者
に
も
燃
料
販
売
へ
の
門

戸
を
開
く
べ
き
だ
と
の
考
え
を

示
し
た
。

　
ス
リ
・
ム
ル
ヤ
ニ
財
務
相
は

12
日
、
航
空
燃
料
に
課
し
て
い

る
付
加
価
値
税
（
Ｐ
Ｐ
Ｎ
）
の

引
き
下
げ
を
検
討
す
る
と
し
、

隣
国
よ
り
も
高
額
と
批
判
さ
れ

て
い
る
燃
料
費
に
つ
い
て
「
他

国
と
の
健
全
な
競
合
」
を
重
視

す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
ブ
デ

ィ
・
カ
ル
ヤ
・
ス
マ
デ
ィ
運
輸

相
は
、
プ
ル
タ
ミ
ナ
が
値
下
げ

に
応
じ
れ
ば
、
国
営
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
ガ
ル
ー
ダ
航
空
の
運
賃

値
上
げ
幅
は
10
〜
15
％
に
抑
え

ら
れ
る
と
し
た
。

　
プ
ル
タ
ミ
ナ 

・
ア
ビ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
ス
カ
ル
ノ

ハ
ッ
タ
空
港
の
燃
料
費
は
１
リ

ッ
ト
ル
当
た
り
８
２
１
０
ル

ピ
ア
（
輸
送
費
込
み
、
税
抜

き
）
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ

ン
ギ
空
港
と
比
べ
る
と
10
％
近

く
高
い
と
い
う
。

　
一
方
、
バ
リ
州
ン
グ
ラ
ラ
イ

空
港
は
同
９
０
５
０
ル
ピ
ア
、

東
ジ
ャ
ワ
州
ス
ラ
バ
ヤ
の
ジ
ュ

ア
ン
ダ
空
港
は
同
８
８
８
０
ル

ピ
ア
、
北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
マ
ナ

ド
の
サ
ム
ラ
ト
ゥ
ラ
ン
ギ
空
港

は
同
１
万
１
０
０
ル
ピ
ア
。

　
国
営
企
業
省
は
、
航
空
燃
料

価
格
は
昨
年
11
月
以
降
、
下
落

傾
向
に
あ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
と
比
較
し
て
も
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
上
か
ら
３
番
目
で
突
出
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
し
て

い
る
。
　
　
　
（
蓜
島
克
彦
）

航
空
燃
料
値
下
げ
検
討

大
統
領  

運
賃
高
騰
に
懸
念

閑
散
と
す
る
ス
カ
ル
ノ
ハ

ッ
タ
空
港
第
１
タ
ー
ミ
ナ

ル
＝
12
日
、
ア
ン
タ
ラ
通

信

　
ス
カ
ル
ノ
ハ
ッ

タ
空
港
当
局
に
よ

る
と
、
１
月
の
空

港
利
用
者
は
前
年

同
月
比
24
％
減
の

３
９
２
万
人
だ
っ

た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
年
末
年
始
の

航
空
運
賃
高
騰
が

影
響
し
た
と
み
ら

れ
る
。
地
元
メ
デ

ィ
ア
で
は
閑
散
と
す
る

空
港
や
旅
客
機
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

スカルノハッタ空港閑散

き
、
閉
会
時
は
し
っ
か
り
被
災

者
と
の
対
話
を
し
て
い
く
よ
う

呼
び
か
け
あ
っ
た
。
中
央
ジ
ャ

カ
ル
タ
区
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大

学
医
学
部
で
開
か
れ
た
セ
ミ
ナ

ー
に
は
、
政
府
関
係
者
と
大
学

生
ら
約
１
０
０
人
が
参
加
。
06

年
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
や
04
年

ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
・
津
波
の

事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ

Ｃ
Ｎ
）
が
行
っ
た
調
査
で
、
パ

ー
ム
油
の
原
料
と
な
る
ア
ブ
ラ

ヤ
シ
の
生
産
に
必
要
な
農
地
面

積
は
、
他
の
植
物
油
と
比
べ
て

９
分
の
１
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
環
境
破
壊
や
労
働
環
境

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
パ
ー
ム

油
だ
が
、
他
の
植
物
油
に
置
き

換
え
る
の
は
簡
単
で
な
く
、
持

続
可
能
な
生
産
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
の
チ
ー
ム
は
４

日
、
経
済
調
整
省
を
訪
れ
調
査

結
果
を
報
告
。
面
積
当
た
り
の

生
産
性
が
高
い
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を

他
の
植
物
油
原
料
に
置
き
換
え

る
に
は
、
膨
大
な
農
地
が
必
要

に
な
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

　
経
済
調
整
省
に
よ
る
と
、
２

０
５
０
年
に
は
世
界
で
３
億
１

千
万
ト
ン
の
植
物
油
が
必
要
に

な
る
と
さ
れ
、
現
状
、
植
物
油

の
35
％
を
パ
ー
ム
油
が
占
め
て

い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
パ
ー

ム
油
の
主
要
生
産
国
だ
が
、
近

年
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
輸

入
規
制
の
動
き
も
あ
る
。

（
木
村
綾
）

他
の
植
物
油
と
比
べ

パ
ー
ム
油
の
生
産
性
９
倍

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ

▼ＥＵ加盟国の大使ら試乗
　ジャカル
タの大量高
速鉄道（Ｍ
ＲＴ）を運
営する州営
ＭＲＴジャ

カルタは12日、欧州連合（ＥＵ）加
盟国の在インドネシア大使たちを招
待し、試乗会を行った。ＭＲＴジャ
カルタは定期的に政府関係者や有名
人などを招待して試乗する機会を設
けている。大使たちは、南北線第１
工区の北端となる中央ジャカルタの
ホテル・インドネシア（ＨＩ）前ロ
ータリー駅から、南端の南ジャカル
タ区ルバックブルスまでの約16キロ
の旅を楽しんだ。　　（アンタラ）
▼国連で「プラボウォ支持」
　米ニューヨークの国連本部で大統
領選の野党候補プラボウォ組の写真
を掲げ、支持を表明するインドネシ
ア人男性の動画が出回り物議を醸し
ている。国連インドネシア政府代表
部は12日、男性は外交官や政府の使
節ではないと説明した。
　同代表部によれば、男性はニュー
ヨークで開催された非営利団体主催
のディベート大会に出場していたイ
ンドネシアチームの付き添い人。国
連本部の総会議場に１人で立ち、
「国連本部からプラボウォ、サンデ
ィアガの支持を表明します」などと
話す様子がＳＮＳで拡散された。

（ドゥティックコム）
▼「212」代表が容疑者に

　2016年12
月２日の反
アホック集
会の主催者
らでなる団
体「ＰＡ２

１２」のスラメット・マアリフ代表
が、中部ジャワ州ソロ市で先月行っ
た集会に絡み、同市警に選挙違反の
容疑者認定されたことが10日分かっ
た。市警によれば集会は無許可。反
政権派の急先鋒アミン・ライス氏ら
も出席していた。野党陣営は同代表
を擁護する構え。

（ドゥティックコム）



　
日
本
の
第
５
期
科
学
技
術
基
本

計
画
（
２
０
１
６
〜
20
年
度
）
で

は
、
未
来
の
産
業
創
造
と
社
会
変

革
に
向
け
た
新
た
な
価
値
創
出
の

取
り
組
み
と
し
て
、
世
界
に
先
駆

け
た
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
」
の
実

現
（
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０
）
が

提
唱
さ
れ
て
い
る
。
「
超
ス
マ
ー

ト
社
会
」
は
、
新
し
い
価
値
や
サ

ー
ビ
ス
が
次
々
と
創
出
さ
れ
、

人
々
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
社
会

と
さ
れ
て
い
る
。

■
日
本
の
取
り
組
み

　
日
本
に
お
い
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
ー
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
た

最
初
の
時
期
は
10
年
ご
ろ
と
認
識

し
て
い
る
。
10
年
４
月
、
経
済
産

業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
は
、
次

世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
社
会
シ
ス
テ

ム
実
証
地
域
と
し
て
横
浜
市
、
愛

知
県
豊
田
市
、
京
都
府
け
い
は
ん

な
学
園
都
市
お
よ
び
北
九
州
市
の

４
地
域
を
選
定
し
た
。
ま
た
、
同

時
期
に
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
共
通

的
な
課
題
に
対
応
す
る
民
間
企
業

等
に
よ
る
推
進
母
体
と
し
て
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ア
ラ
イ

ア
ン
ス
＝
事
務
局
：
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
＝
が
発
足
し
た
。

　
さ
ら
に
、
同
年
６
月
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
臣
会
合
に
お

い
て
、
低
炭
素
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
そ
の
後
も
、
12
年
に
国
際
標

準
化
機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
の
下
に
日

本
リ
ー
ド
で
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
国
際
規
格
を
議
論

す
る
技
術
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
な
ど
、
活
発
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
当
時
の
取
り
組
み
は
、
主

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
国
際
標
準
に
関

す
る
取
り
組
み
が
中
心
と
な
っ
て

い
た
が
、
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
５
・
０

で
は
よ
り
広
い
概
念
で
多
く
の
省

庁
が
関
連
す
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

■
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
）
に
お
い
て
は
、
18
年
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
る
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ａ
Ｓ

Ｃ
Ｎ
）
を
提
唱
し
、
同
年
11
月
の

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
談
で
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
の
枠
組

み
文
書
が
採
択
さ
れ
た
。

　
同
文
書
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
は
相
互
に

依
存
す
る
三
つ
の
目
的
（
競
争
力

の
あ
る
経
済
、
持
続
可
能
な
環

境
、
質
の
高
い
生
活
）
の
間
で
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と

し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
は
（
１
）
観
光
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
も
含
む
文
化
の
多
様
性

と
社
会
調
和
の
強
化
（
２
）
教
育

や
医
療
、
住
宅
な
ど
市
民
の
生
活

改
善
（
３
）
食
料
資
源
の
確
保
や

安
全
、
治
安
の
維
持
（
４
）
持
続

可
能
な
環
境
と
災
害
対
策
（
５
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
上
下
水
道
、
交
通

な
ど
ス
マ
ー
ト
な
技
術
を
活
用
し

た
イ
ン
フ
ラ
開
発
（
６
）
最
新
技

術
を
活
用
し
た
労
働
生
産
性
向
上

と
競
争
力
強
化
―
―
の
一
つ
ま
た

は
そ
れ
以
上
が
都
市
及
び
人
々
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
含
ま
れ
得
る
と

し
て
い
る
。

■
ジ
ェ
ト
ロ
セ
ミ
ナ
ー

　
ジ
ェ
ト
ロ
は
18
年
７
月
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
で
の
持
続
可
能
な

開
発
目
標
達
成
に
向
け
て
国
連
開

発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
と
協
力
覚

書
を
結
び
、
そ
れ
に
関
連
す
る
取

り
組
み
と
し
て
同
年
12
月
に
ジ
ャ

カ
ル
タ
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ

に
参
加
す
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
バ
ニ

ュ
ワ
ン
ギ
、
マ
カ
ッ
サ
ル
お
よ
び

バ
ン
ド
ン
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、
地
域
の
特
徴
に
応
じ

て
多
様
な
内
容
で
あ
り
、
教
育
や

医
療
な
ど
の
社
会
的
な
課
題
対
応

を
多
く
含
む
内
容
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
段
階
で
大

統
領
府
か
ら
災
害
対
策
の
観
点
を

含
め
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
が
あ

り
、
国
家
防
災
庁
（
Ｂ
Ｎ
Ｂ
Ｐ
）

か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

日
本
企
業
か
ら
の
防
災
技
術
の
紹

介
が
含
ま
れ
た
次
第
で
あ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
資
料
は
ジ
ェ
ト
ロ
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る

の
で
、
関
心
が
あ
る

方
は
ぜ
ひ
ご
確
認
い

た
だ
き
た
い
。

　
安
倍
晋
三
首
相
は

同
年
11
月
の
日
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で

Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｎ
へ
の
協
力
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
19
年
中
に
東
京
で
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｎ
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
を
開
催

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ジ

ェ
ト
ロ
ジ
ャ
カ
ル
タ
事
務
所
と
し

て
は
、
そ
の
東
京
で
の
会
合
ま
た

は
そ
の
先
の
将
来
に
向
け
て
、
日

本
企
業
や
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー
関
連
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
組
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
よ
し
だ
　
ひ
ろ
き
　
02
年
経

産
省
入
省
。
半
導
体
産
業
、
素

形
材
産
業
（
金
型
、
金
属
プ
レ

ス
、
熱
処
理
、
鋳
造
）
、
宇
宙

産
業
、
知
的
財
産
政
策
、
中
小

企
業
政
策
、
国
際
標
準
化
政

策
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
国
際
政

策
な
ど
の
担
当
経
験
を
経
て
18

年
９
月
か
ら
現
職
。
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
ー
・
人
材
分
野
な
ど
を

担
当
。
さ
い
た
ま
市
出
身
。

　
※
本
稿
で
提
供
し
て
い
る
情
報

は
、
利
用
さ
れ
る
方
の
ご
判
断
・

責
任
に
お
い
て
ご
使
用
く
だ
さ

い
。
ジ
ェ
ト
ロ
で
は
、
で
き
る
だ

け
正
確
な
情
報
の
提
供
を
心
掛
け

て
お
り
ま
す
が
、
本
稿
で
提
供
し

た
内
容
に
関
連
し
て
、
利
用
さ
れ

る
方
が
不
利
益
な
ど
を
被
る
事
態

が
生
じ
た
と
し
て
も
、
ジ
ェ
ト
ロ

お
よ
び
執
筆
者
は
一
切
の
責
任
を

負
い
か
ね
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
×
　
　
　
×

　
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
護
身
術
」

は
、
原
則
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜

に
掲
載
し
ま
す
。
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■国営３行、総資産２桁成長

　国営銀行３行の2018年決算で、総資
産が２桁成長していたことがわかっ
た。
　バンクラクヤット・インドネシア
（ＢＲＩ）が1297兆ルピア（前年比15
％増）、バンク・ヌガラ・インドネ
シア（ＢＮＩ）が809兆ルピア（同14
％増）、バンク・タブンガン・ヌガ
ラ（ＢＴＮ）が308兆ルピア（同18％
増）。１桁成長にとどまったのはバン
ク・マンディリで1202兆ルピア（同７
％増）だった。
　貸し出し、預金回収が共に増加した
ことなどが要因で、各行とも流動性に
注意しながら成長継続を図る。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
ー

石
炭
ガ
ス
化
計
画
始
動

国
営
２
社
と
米
大
手  

リ
ア
ウ
で
来
年
着
工

　
国
営
石
炭
大
手
ブ
キ
ッ
ト
・

ア
サ
ム
と
国
営
石
油
ガ
ス
・
プ

ル
タ
ミ
ナ
、
米
系
産
業
用
ガ
ス

大
手
エ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
・
ア

ン
ド
・
ケ
ミ
カ
ル
ズ
は
こ
の
ほ

ど
、
石
炭
ガ
ス
化
工
場
建
設
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
を
発
表
し

た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る

と
、
工
場
は
リ
ア
ウ
州
イ
ン
ド

ラ
ギ
リ
・
フ
ル
県
プ
ラ
ナ
プ
に

建
設
。
ガ
ス
化
に
よ
り
ジ
メ
チ

ル
エ
ー
テ
ル
（
Ｄ
Ｍ
Ｅ
）
を
製

造
す
る
。
現
在
は
事
業
可
能
性

調
査
（
Ｆ
Ｓ
）
段
階
で
、
２
０

２
０
年
着
工
、
22
年
完
工
を
目

指
す
。

　
３
社
は
昨
年
11
月
に
提
携
の

覚
書
を
調
印
。
こ
と
し
１
月
に

は
合
弁
設
立
に
向
け
て
の
覚
書

を
交
わ
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ト

へ
の
石
炭
供
給
量
は
年
間
９
２

０
万
ト
ン
、
Ｄ
Ｍ
Ｅ
な
ど
の
生

産
能
力
は
同
１
４
０
万
ト
ン
。

　
ブ
キ
ッ
ト
・
ア
サ
ム
が
石
炭

を
供
給
し
、
プ
ル
タ
ミ
ナ
が
最

終
製
品
と
し
て
加
工
す
る
事
業

を
エ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ツ
が
技
術

的
に
支
援
す
る
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｅ
は
液
化
石
油
ガ
ス

（
Ｌ
Ｐ
Ｇ
）
の
代
替
可
能
ガ
ス

と
し
て
国
内
で
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。
Ｌ
Ｐ
Ｇ
の
約
７
割
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
現
状
で
、

貿
易
収
支
改
善
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
価
格

安
定
に
寄
与
す
る
と
し
て
政
府

も
生
産
を
奨
励
し
て
い
る
。

　
ブ
キ
ッ
ト
・
ア
サ
ム
と
プ
ル

タ
ミ
ナ
は
、
国
営
肥
料
製
造
プ

プ
ッ
ク
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
石

油
化
学
大
手
チ
ャ
ン
ド
ラ
ア
ス

リ
・
ペ
ト
ロ
ケ
ミ
カ
ル
（
Ｃ
Ａ

Ｐ
）
と
も
提
携
し
て
、
南
ス
マ

ト
ラ
州
エ
ニ
ム
鉱
区
で
石
炭
ガ

ス
化
事
業
を
進
め
て
い
る
。

（
平
野
慧
）

前
年
比
２
倍
の
84
兆
ル
ピ
ア

こ
と
し
の
非
政
府
予
算
投
資
目
標

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
と
し

１
年
間
で
非
政
府
予
算
投
資
金

融
（
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）
に
よ
り
、
84

兆
ル
ピ
ア
分
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

資
金
を
調
達
す
る
目
標
を
発
表

し
た
。
昨
年
実
績
は
45
兆
８
７

０
０
億
ル
ピ
ア
で
、
ほ
ぼ
倍
増

を
目
指
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
石

油
倉
庫
、
衛
星
、
有
料
道
路
・

港
湾
、
観
光
業
、
戦
略
的
産
業

と
い
っ
た
分
野
に
主
に
使
わ
れ

る
。

　
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
調
達
資
金
は
、
政

府
が
観
光
開
発
の
優
先
10
地
域

の
一
つ
に
指
定
し
て
い
る
東
ヌ

サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
フ
ロ
ー
レ
ス

島
の
ラ
ブ
ア
ン
バ
ジ
ョ
の
整
備

や
、
国
営
航
空
機
メ
ー
カ
ー
、

デ
ィ
ル
ガ
ン
タ
ラ
・
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
（
Ｄ
Ｉ
）
に
よ
る
新
型
小

型
プ
ロ
ペ
ラ
機
「
Ｎ
２
１
９
」

開
発
に
も
活
用
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
と
し
の
国
家
予
算
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
開
発
費
用
は
４
１

５
兆
ル
ピ
ア
で
、
前
年
比
で
１

％
増
に
と
ど
ま
っ
た
。
補
正
予

算
次
第
だ
が
、
現
状
の
伸
び
率

で
は
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
（
通

称
ジ
ョ
コ
ウ
ィ
）
政
権
発
足
以

来
最
低
と
な
る
。
大
統
領
選
を

前
に
し
て
、
公
務
員
給
与
増
に

向
け
た
予
算
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
補

助
金
を
増
額
す
る
必
要
が
あ

り
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
つ
い
て

は
抑
制
気
味
だ
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
政
府

は
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ａ
に
強
い
期
待
を
持

っ
て
い
る
。
高
い
目
標
も
知
名

度
の
高
ま
り
を
背
景
に
達
成
可

能
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
投
資

家
か
ら
資
金
を
集
め
る
た
め
に

は
、
投
資
環
境
の
整
備
や
、
リ

タ
ー
ン
の
分
配
に
つ
い
て
の
明

瞭
さ
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
変

わ
り
は
な
い
。
　
（
平
野
慧
）

イ
で
不
動
産
仲
介
業
強
化

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
大
手

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
不
動
産
仲

介
大
手
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
リ
ア
ル
テ
ィ

ー
は
11
日
、
不
動
産
仲
介
企
業

の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ッ
ク
・
リ
ア
ル
テ
ィ

ー
・
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
（
Ｅ
Ｒ

Ａ
）
」
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
タ

イ
で
の
マ
ス
タ
ー
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
権
を
取
得
す
る
と
発
表
し

た
。
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー

は
既
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
17

カ
国
で
Ｅ
Ｒ
Ａ
マ
ス
タ
ー
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
保
有
し
て
お

り
、
新
た
に
２
カ
国
を
加
え
、

同
地
域
で
の
事
業
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
。

　
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
は
、
Ｅ
Ｒ
Ａ
マ
ス
タ
ー
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
保
有
す
る
Ｅ

Ｒ
Ａ
グ
レ
ハ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
を

間
接
子
会
社
化
す
る
。
タ
イ
で

は
、
同
じ
く
Ｅ
Ｒ
Ａ
マ
ス
タ
ー

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
権
を
持
つ
ボ

ラ
デ
・
シ
ワ
タ
チ
ャ
ノ
ン
と
事

業
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
。

　
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｃ
リ
ア
ル
テ
ィ
ー
は

２
０
１
７
年
半
ば
に
ベ
ト
ナ
ム

で
、
18
年
２
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ

ア
で
新
た
な
不
動
産
仲
介
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
を
設
立
。
こ
の
ほ

か
、
18
年
８
月
に
は
中
国
・
海

南
省
進
出
の
た
め
地
元
不
動
投

資
コ
ン
サ
ル
な
ど
と
合
弁
会
社

を
設
立
し
て
い
る
。
（
時
事
）

コ
モ
ド
債
発
行
を
検
討

国
営
電
力

　
国
営
電
力
Ｐ
Ｌ
Ｎ
は
こ
と
し

上
半
期
中
の
ル
ピ
ア
建
て
オ
フ

シ
ョ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
債
券
「
コ

モ
ド
・
ボ
ン
ド
」
発
行
を
検
討

し
て
い
る
。
調
達
金
額
な
ど
は

調
整
中
だ
と
い
う
。
地
元
メ
デ

ィ
ア
が
こ
の
ほ
ど
報
じ
た
。

　
同
社
は
電
力
開
発
に
取
り
組

む
中
、
年
間
１
０
０
兆
ル
ピ
ア

程
度
の
投
資
を
目
標
と
し
て
い

る
。
昨
年
は
計
約
15
億
ド
ル
相

当
の
債
券
を
発
行
し
た
。

　
昨
年
は
原
油
価
格
上
昇
に
伴

い
業
績
が
悪
化
し
た
。
安
定
し

た
資
金
調
達
で
、
事
業
継
続
の

た
め
の
基
盤
作
り
を
進
め
る
。

（
平
野
慧
）

　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術

総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

は
８
日
、
タ
イ
工
業
省
お
よ
び

タ
イ
工
業
団
地
公
社
（
Ｉ
Ｅ
Ａ

Ｔ
）
と
、
タ
イ
で
「
使
用
済
み

自
動
車
（
Ｅ
Ｌ
Ｖ
）
」
の
リ
サ

イ
ク
ル
実
証
事
業
を
行
う
た
め

の
覚
書
（
Ｍ
Ｏ
Ｕ
）
に
調
印
し

た
。

　
実
際
の
事
業
に
は
豊
田
通

商
、
グ
リ
ー
ン
メ
タ
ル
ズ
（
タ

イ
ラ
ン
ド
）
、
ト
ヨ
タ
・
ダ
イ

ハ
ツ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
＆

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ

（
Ｔ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
、
タ
イ
国
ト
ヨ

タ
自
動
車
の
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ

４
社
が
参
加
す
る
。
期
間
は
19

〜
21
年
の
３
年
間
。
（
時
事
）

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

タ
イ
で
実
証
事
業

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

ＰＩＮＡ活用で開発が進む新型小型プロペラ機
「Ｎ２１９」＝ドゥティックファイナンス

シニア・ディレクター　吉田尋紀
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ア
ッ
プ
ル
の
販
売
20
％
減

　
米
調
査
会
社
Ｉ
Ｄ
Ｃ
が
11
日

発
表
し
た
２
０
１
８
年
10
〜
12

月
期
の
中
国
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

出
荷
台
数
統
計
に
よ
る
と
、
米

ア
ッ
プ
ル
の
「
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
」
は
前
年

同
期
比
19
・
９
％
減
だ
っ
た
。

対
照
的
に
ラ
イ
バ
ル
の
中
国
・

華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）

は
23
・
３
％
増
加
し
た
。
こ
の

結
果
、
ア
ッ
プ
ル
の
中
国
市
場

で
の
シ
ェ
ア
は
11
・
５
％
と
、

前
年
同
期
の
12
・
９
％
か
ら
低

下
し
た
。

　
ア
ッ
プ
ル
が
１
月
に
同
期
の

売
上
高
見
通
し
に
異
例
の
下
方

修
正
を
行
い
、
ク
ッ
ク
最
高
経

営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
が
中
国

販
売
を
主
な
理
由
に
挙
げ
て
以

来
、
販
売
不
振
の
度
合
い
が
数

字
で
裏
付
け
ら
れ
た
の
は
初
め

て
。
ア
ッ
プ
ル
は
四
半
期
決
算

で
販
売
台
数
を
公
表
し
な
く
な

っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｃ
は
ア
ッ
プ
ル
の
販
売

減
に
つ
い
て
「
18
年
は
毎
年
恒

例
の
性
能
向
上
や
外
観
の
小
幅

な
変
更
を
除
け
ば
、
大
幅
に
値

上
が
り
し
た
新
機
種
へ
の
買
い

替
え
を
利
用
者
に
促
す
よ
う
な

大
き
な
革
新
は
な
か
っ
た
」
と

指
摘
。
「
中
国
の
厳
し
い
マ
ク

ロ
経
済
状
況
や
国
内
ブ
ラ
ン
ド

の
革
新
的
製
品
に
よ
る
攻
勢

も
、
ア
ッ
プ
ル
の
販
売
減
が
続

く
一
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
　
（
ロ
イ
タ
ー
時
事
）

中
国
作
品
が
多
数
出
品
中
止

　
【
ベ
ル
リ
ン
時
事
】
７
日
か

ら
開
催
中
の
ベ
ル
リ
ン
国
際
映

画
祭
の
主
催
者
は
11
日
、
最
高

賞
「
金
熊
賞
」
を
争
う
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
部
門
に
参
加
し
て

い
た
中
国
作
品
「
ワ
ン
・
セ
カ

ン
ド
」
（
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ

監
督
）
に
つ
い
て
、
出
品
が
取

り
下
げ
ら
れ
た
と
発
表
し
た
。

15
日
に
上
映
の
予
定
だ
っ
た

が
、
「
ポ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
（
仕
上
げ
作
業
）
上
の
技
術

的
問
題
」
の
た
め
と
い
う
。

　
青
少
年
向
け
部
門
で
も
先

週
、
中
国
・
香
港
合
作
の
「
ベ

タ
ー
・
デ
イ
ズ
」
（
デ
レ
ク
・

ツ
ァ
ン
監
督
）
の
出
品
中
止

が
、
理
由
の
説
明
な
く
発
表
さ

れ
た
ば
か
り
。
「
中
国
政
府
が

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
界

へ
の
締
め
付
け
を
強
め
る
中
で

起
き
た
事
態
」
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
通

信
）
な
ど
と
、
中
国
政
府
の
意

向
が
働
い
た
と
の
臆
測
が
出
て

い
る
。
　

　
文
化
大
革
命
時
代
の
中
国
を

舞
台
に
し
た
「
ワ
ン
・
セ
カ
ン

ド
」
は
、
強
制
労
働
か
ら
逃
れ

て
ニ
ュ
ー
ス
映
画
を
見
よ
う
と

し
た
男
性
を
描
い
た
作
品
。
文

革
時
に
青
年
だ
っ
た
チ
ャ
ン
監

督
は
過
去
に
も
、
文
革
を
扱
っ

た
作
品
を
手
掛
け
て
い
る
。

フ
ァ
ー
フ
ェ
イ
導
入
に
言
及

　
【
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
ロ
イ
タ
ー

時
事
】
ポ
ン
ペ
オ
米
国
務
長
官

は
11
日
、
同
盟
諸
国
が
中
国
の

華
為
技
術
（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）

の
通
信
装
置
を
導
入
し
た
場

合
、
米
政
府
が
「
協
力
し
て
い

く
こ
と
」
は
一
段
と
困
難
に
な

る
と
警
告
し
た
。

　
ポ
ン
ペ
オ
氏
は
中
欧
歴
訪
の

最
初
の
訪
問
国
で
あ
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
記

者
団
に
対
し
、
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ

の
装
置
使
用
に
関
わ
る
「
チ
ャ

ン
ス
と
リ
ス
ク
の
特
定
」
を
求

め
る
意
向
を
示
し
た
。

豪
政
党
に「
献
金
返
し
て
」

　
【
シ
ド
ニ
ー
時
事
】
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
政
府
に
よ
っ
て
永
住

権
を
取
り
消
さ
れ
た
中
国
人
実

業
家
の
黄
向
墨
氏
は
、
主
要
政

党
に
対
し
て
自
身
が
こ
れ
ま
で

に
行
っ
た
政
治
献
金
を
返
す
よ

う
求
め
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

ン
紙
が
８
日
報
じ
た
。

　
黄
氏
は
永
住
権
を
取
り
消
さ

れ
た
上
、
市
民
権
申
請
も
却
下

さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
豪
州

に
再
入
国
で
き
な
い
状
態
と
な

っ
た
。
黄
氏
は
中
国
共
産
党
機

関
と
の
つ
な
が
り
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

　
報
道
に
よ
る
と
、
黄
氏
は

「
私
が
行
っ
た
過
去
の
献
金
が

政
党
や
政
治
家
か
ら
不
適
切
と

み
な
さ
れ
る
な
ら
、
利
息
抜
き

で
適
切
に
返
金
す
る
選
択
肢
を

提
案
す
る
。
返
金
さ
れ
た
献
金

は
豪
州
の
慈
善
団
体
に
寄
付
す

る
」
と
語
っ
た
。

　
黄
氏
は
ま
た
、
中
国
の
平
和

的
な
統
一
を
促
進
す
る
活
動
に

関
与
し
て
い
る
と
し
て
、
豪
情

報
機
関
の
保
安
情
報
機
構
（
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｏ
）
か
ら
「
脅
威
」
と
み

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し

た
。

　
自
身
が
活
動
し
て
い
る
団
体

は
地
域
共
同
体
の
組
織
だ
と
し

て
、
中
国
政
府
と
の
つ
な
が
り

を
否
定
し
た
。

春
節
商
戦
、連
休
後
に
不
安

香
港
小
売
業
界  「
単
価
落
ち
込
み
続
く
」

　
12
日
付
の
香
港
紙
、
明
報
に

よ
る
と
、
こ
と
し
の
春
節
（
旧

正
月
、
５
日
）
に
伴
う
大
型
連

休
に
中
国
本
土
か
ら
香
港
を
訪

れ
た
旅
客
数
と
小
売
売
上
高
は

と
も
に
２
桁
増
と
好
調
だ
っ

た
。
し
か
し
、
業
界
関
係
者
の

間
で
は
、
か
つ
て
の
活
気
に
は

ほ
ど
遠
く
、
連
休
後
も
１
人
当

た
り
の
消
費
単
価
の
落
ち
込
み

傾
向
が
続
く
と
の
見
方
が
強

い
。

　
こ
と
し
は
、
香
港
と
中
国
広

東
省
広
州
市
を
結
ぶ
「
広
深
港

高
速
鉄
道
」
と
、
香
港
と
同
省

珠
海
市
、
マ
カ
オ
を
結
ぶ
「
港

珠
澳
大
橋
」
開
通
後
に
迎
え
る

初
の
春
節
と
な
り
、
商
戦
の
行

方
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
。

　
実
際
、
高
速
鉄
道
と
大
橋
の

開
通
効
果
で
、
本
土
客
数
は
春

節
連
休
と
し
て
過
去
最
高
を
更

新
。
小
売
売
上
高
も
、
貴
金
属

や
化
粧
品
な
ど
人
気
商
品
を
中

心
に
売
り
上
げ
好
調
と
な
り
、

各
店
舗
で
前
年
同
期
よ
り
１
〜

２
割
増
え
た
。

　
一
方
で
、
消
費
単
価
の
落
ち

込
み
は
鮮
明
と
な
っ
て
い
る
。

地
元
宝
飾
品
小
売
り
大
手
、
周

生
生
珠
宝
の
営
業
部
門
責
任
者

は
「
春
節
連
休
６
日
間
（
５
〜

10
日
）
の
売
上
高
は
前
年
同
期

比
約
15
％
増
だ
っ
た
」
と
し
、

予
想
を
上
回
っ
た
と
す
る
半

面
、
客
単
価
が
例
年
の
１
万
香

港
ド
ル
（
約
14
万
円
）
か
ら
７

千
ド
ル
前
後
に
下
が
っ
た
と
述

べ
た
。

　
そ
の
後
９
千
ド
ル
程
度
ま
で

回
復
し
た
が
、
長
く
は
続
か
な

っ
た
と
い
う
。

　
本
土
客
が
消
費
に
慎
重
に
な

っ
て
い
る
背
景
に
は
、
外
部
環

境
の
不
透
明
感
や
中
国
経
済
の

減
速
に
加
え
、
高
速
鉄
道
と
大

橋
の
開
通
で
日
帰
り
客
が
増
え

た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
と
み
ら

れ
る
。
消
費
単
価
は
、
滞
在
期

間
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
さ

れ
る
。

　
香
港
化
粧
品
同
業
協
会
の
幹

部
は
、
春
節
商
戦
期
の
業
界
の

売
上
高
に
つ
い
て
、
「
前
年
同

期
比
10
％
増
だ
っ
た
が
、
伸
び

は
鈍
化
し
た
」
と
し
た
上
で
、

「
春
節
は
も
と
も
と
日
帰
り
客

が
中
心
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
上
客

も
い
な
く
な
っ
た
」
と
話
し

た
。

　
宝
飾
品
小
売
り
大
手
の
代
表

は
「
大
橋
経
由
の
本
土
客
は

『
国
の
偉
大
な
イ
ン
フ
ラ
』
を

体
験
し
て
い
る
だ
け
だ
」
と

し
、
か
な
ら
ず
し
も
消
費
に
は

結
び
つ
い
て
い
な
い
と
の
見
方

を
示
し
た
。

大
統
領
令
で
ハ
イ
テ
ク
加
速

米
国  

Ａ
Ｉ
や
５
Ｇ
で「
対
中
国
」

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
ト
ラ

ン
プ
米
大
統
領
は
11
日
、
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
次
世
代
通
信

規
格
「
５
Ｇ
」
な
ど
最
先
端
技

術
の
開
発
を
加
速
さ
せ
る
た

め
、
政
府
の
役
割
を
強
化
す
る

大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
経

済
・
軍
事
力
を
左
右
す
る
ハ
イ

テ
ク
技
術
で
台
頭
す
る
中
国
に

対
抗
し
、
官
民
連
携
で
国
内
産

業
の
育
成
に
取
り
組
み
、
優
位

の
維
持
を
図
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
は
大
統
領
令

で
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
研
究
開
発

（
Ｒ
＆
Ｄ
）
を
安
全
保
障
上
の

理
由
か
ら
優
先
的
に
行
う
よ
う

政
府
機
関
に
指
示
し
た
。
超
高

速
計
算
が
可
能
で
暗
号
技
術
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
量
子

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
開
発
も
推

進
。
投
資
拡
大
や
規
制
緩
和
を

通
じ
、
防
衛
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

含
む
関
連
産
業
の
競
争
力
を
強

化
す
る
。
　

　
ハ
イ
テ
ク
分
野
は
米
中
の
貿

易
協
議
の
焦
点
の
一
つ
。
米
国

は
、
今
週
か
ら
北
京
で
開
催
し

て
い
る
対
中
協
議
で
、
中
国
が

巨
額
の
補
助
金
を
つ
ぎ
込
む
産

業
政
策
「
中
国
製
造
２
０
２

５
」
の
見
直
し
を
要
求
し
て
い

る
が
、
中
国
は
慎
重
な
ま
ま
。

米
国
は
、
中
国
政
府
に
近
い
通

信
機
器
最
大
手
の
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
）
や
中
興
通

訊
（
Ｚ
Ｔ
Ｅ
）
へ
の
圧
力
も
強

め
て
い
る
。

　
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、
中
国
に

よ
る
国
家
主
導
の
産
業
政
策
を

批
判
す
る
一
方
で
、
自
国
の
技

術
力
向
上
を
目
指
し
政
府
の
関

与
を
大
幅
に
強
め
る
姿
勢
を
鮮

明
に
し
た
。
国
際
的
な
対
中
包

囲
網
を
主
導
す
る
た
め
、
今
後

の
具
体
策
で
は
米
国
内
で
中
国

製
機
器
の
使
用
を
取
り
締
ま
る

可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
実
装
検
査
拠
点

台
湾  

米
マ
イ
ク
ロ
ン
が
増
設

　
12
日
付
の
台
湾
経
済
紙
・
経

済
日
報
に
よ
る
と
、
米
半
導
体

大
手
の
マ
イ
ク
ロ
ン
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
は
、
５
億
３
３
０
０
万

台
湾
ド
ル
（
約
19
億
円
）
を
投

じ
、
中
部
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク

（
工
業
区
）
后
里
園
区
内
に
あ

る
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
場
建

屋
を
取
得
し
た
。
昨
年
10
月
に

稼
働
し
た
ば
か
り
の
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ

実
装
検
査
工
場
に
隣
接
し
た
立

地
で
、
こ
こ
に
も
最
先
端
の
実

装
検
査
拠
点
を
増
設
す
る
計
画

だ
。

　
同
社
は
台
湾
を
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
製

造
の
中
核
拠
点
と
位
置
付
け
、

投
資
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
。

　
后
里
園
区
内
で
は
２
０
１
７

年
３
月
に
27
億
５
２
０
０
万
台

湾
ド
ル
を
投
じ
て
土
地
と
工
場

建
屋
を
取
得
後
、
同
８
月
に
も

５
億
台
湾
ド
ル
で
建
屋
を
取
得

し
、
最
先
端
技
術
を
導
入
し
た

Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
実
装
検
査
拠
点
と
し

て
18
年
10
月
に
操
業
を
開
始
し

た
。
同
社
は
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
増
産
に

向
け
、
さ
ら
に
１
０
０
億
台
湾

ド
ル
規
模
を
投
資
す
る
見
通
し

だ
。

次
世
代
戦
闘
機
35
年
導
入
か中

国

　
【
北
京
時
事
】
12
日
付
の
中

国
共
産
党
機
関
紙
・
人
民
日
報

系
の
環
球
時
報
英
語
版
は
、
中

国
が
２
０
３
５
年
ま
で
に
第
６

世
代
戦
闘
機
を
導
入
す
る
と
い

う
見
方
を
報
じ
た
。
第
６
世
代

戦
闘
機
は
、
現
在
運
用
さ
れ
て

い
る
最
先
端
の
第
５
世
代
機
よ

り
ス
テ
ル
ス
性
能
が
向
上
し
、

無
人
機
や
人
工
知
能
と
の
連
携

が
強
化
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

　
同
紙
は
、
第
５
世
代
戦
闘
機

「
殲
20
」
の
開
発
に
関
わ
っ
た

航
空
技
術
専
門
家
の
王
海
峰
氏

が
兵
器
専
門
誌
で
明
ら
か
に
し

た
見
解
を
基
に
伝
え
た
。
王
氏

は
、
第
６
世
代
機
に
レ
ー
ザ
ー

や
極
超
音
速
兵
器
な
ど
が
採
用

さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
　

　
中
国
は
、
世
界
最
高
性
能
を

誇
る
米
軍
の
最
新
鋭
機
Ｆ
22
に

対
抗
す
る
形
で
17
年
に
殲
20
を

配
備
し
た
。

　
し
か
し
、
「
エ
ン
ジ
ン
な
ど

の
信
頼
性
に
欠
け
る
」
（
外
交

筋
）
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
性

能
は
Ｆ
22
よ
り
劣
る
と
い
う
分

析
が
多
い
。

　
米
軍
は
、
30
年
に
も
第
６
世

代
戦
闘
機
を
実
戦
配
備
す
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。
中
国
は
次
世

代
戦
闘
機
の
開
発
で
追
い
付

き
、
米
軍
の
優
位
を
崩
す
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
も
よ
う
だ
。

　
香
港
の
各

地
で
、
イ
ン

ス
タ
映
え
ス

ポ
ッ
ト
が
人

気
を
集
め
て

い
る
。
国
内

外
の
観
光
客

が
訪
れ
、

次
々
と
撮

影
。
た
だ
、

道
路
や
居
住

地
な
ど
、
住

民
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
１

月
中
旬
、
イ

ン
ス
タ
映
え
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
、
有
名
な
通
り
は
、
立
ち
止

ま
っ
て
ポ
ー
ズ
を
決
め
る
人
や

ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
撮
影
を
す
る

人
な
ど
が
、
た
く
さ
ん
い
た
。

（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

「
住
民
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
撮
影

を
し
な
い
で
」
と
書
か
れ
た
横
断
幕

の
上
で
、
ジ
ャ
ン
プ
を
し
て
撮
影
を

す
る
人
の
姿
も
あ
っ
た

香港のインスタ映え
住民への配慮を
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関
空
便
を
毎
日
３
便
に

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
（
Ｓ
Ｉ
Ａ
）

は
12
日
、
現
在
毎
日
２
便
の
大

阪
（
関
西
空
港
）
便
を
４
月
27

日
か
ら
３
便
に
増
や
す
と
発
表

し
た
。

　
新
た
な
１
便
は
、
関
空
発
が

午
後
５
時
25
分
（
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
着
午
後
11
時
５
分
）
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
発
が
午
前
８
時
30
分

（
関
空
着
午
後
４
時
10
分
）
と

な
る
。
機
材
に
は
エ
ア
バ
ス
Ａ

３
３
０
―
３
０
０
型
機
を
使

用
。
増
便
に
よ
り
同
路
線
の
座

席
数
は
週
２
千
席
以
上
増
え

る
。

　
Ｓ
Ｉ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
近

年
、
２
０
１
６
年
10
月
の
格
安

航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
ス
ク
ー

ト
の
札
幌
（
新
千
歳
）
就
航
、

17
年
10
月
の
域
内
旅
客
航
空
会

社
シ
ル
ク
エ
ア
ー
の
広
島
就

航
、
昨
年
12
月
28
日
の
Ｓ
Ｉ
Ａ

羽
田
便
毎
日
４
便
化
な
ど
、
日

本
向
け
旅
行
需
要
の
拡
大
を
背

景
に
日
本
路
線
を
増
強
し
て
い

る
。
今
回
の
関
空
便
１
便
追
加

に
よ
り
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の

日
本
路
線
の
運
航
本
数
は
週
１

１
４
便
と
な
る
。

文
書
削
除
を
要
請

　
政
府
系
空
港
運
営
会
社
マ
レ

ー
シ
ア
・
エ
ア
ポ
ー
ツ
・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｂ
）

は
11
日
、
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ

Ｃ
Ｃ
）
エ
ア
ア
ジ
ア
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
て
、
エ
ア
ア
ジ
ア
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
イ
ト
の
ニ
ュ
ー

ス
ペ
ー
ジ
か
ら
、
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｂ
に

関
す
る
不
正
確
で
誤
解
を
招
く

内
容
の
文
書
を
即
座
に
削
除
す

る
よ
う
書
面
で
申
し
入
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
12
日
付

の
マ
レ
ー
シ
ア
紙
サ
ン
が
報
じ

た
。

　
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｂ
は
エ
ア
ア
ジ
ア
が

訴
訟
状
況
に
つ
い
て
情
報
を
出

す
こ
と
は
構
わ
な
い
と
し
な
が

ら
も
、
Ｍ
Ａ
Ｈ
Ｂ
の
評
判
を
落

と
す
よ
う
な
声
明
を
出
す
こ
と

は
行
き
過
ぎ
だ
と
し
て
、
エ
ア

ア
ジ
ア
と
エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
の
各

最
高
経
営
責
任
者
宛
て
に
文
書

を
送
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対

し
、
エ
ア
ア
ジ
ア
で
は
Ｍ
Ａ
Ｈ

Ｂ
が
支
配
的
な
立
場
を
取
り
、

法
的
措
置
を
取
る
可
能
性
も
示

し
な
が
ら
、
公
正
な
コ
メ
ン
ト

を
抑
制
す
る
こ
と
に
困
惑
す
る

と
反
論
し
た
。

　
両
社
は
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

国
際
空
港
（
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ａ
）
の
Ｌ

Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
Ｋ
Ｌ

Ｉ
Ａ
２
）
の
空
港
使
用
料
（
Ｐ

Ｓ
Ｃ
）
を
め
ぐ
り
係
争
中
。
Ｍ

Ａ
Ｈ
Ｂ
は
６
日
、
エ
ア
ア
ジ

ア
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
和
解
の
申

し
入
れ
を
受
け
た
が
拒
否
し

た
。

エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
の
目
標

　
12
日
付
の
タ
イ
紙
ポ
ス
ト
ト

ゥ
デ
ー
に
よ
る
と
、
バ
ン
コ
ク

を
拠
点
に
中
・
長
距
離
国
際
線

を
運
航
す
る
タ
イ
・
エ
ア
ア
ジ

ア
Ｘ
の
ナ
ッ
ダ
ー
最
高
経
営
責

任
者
（
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
11
日
、
19

年
の
売
上
高
目
標
を
１
８
０
億

〜
２
０
０
億
バ
ー
ツ
と
し
、
前

年
実
績
の
１
２
０
億
バ
ー
ツ
か

ら
増
や
す
と
発
表
し
た
。
年
内

に
は
既
存
路
線
の
増
便
を
行
う

ほ
か
、
ア
ジ
ア
域
内
な
ど
で
の

新
規
路
線
開
設
も
進
め
る
。

　
新
規
路
線
に
は
日
本
２
都

市
、
韓
国
１
都
市
、
中
国
２
都

市
を
結
ぶ
路
線
の
就
航
を
図
る

一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
チ
ェ

コ
の
首
都
プ
ラ
ハ
な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
行
き
路
線
の
開
設
も
検
討

中
で
、
こ
と
し
第
４
四
半
期

（
10
〜
12
月
）
に
具
体
化
す
る

見
通
し
。

　
タ
イ
・
エ
ア
ア
ジ
ア
Ｘ
は
19

年
の
乗
客
数
で
前
年
比
50
％
増

の
３
０
０
万
人
を
見
込
み
、
座

席
利
用
率
（
ロ
ー
ド
フ
ァ
ク
タ

ー
）
は
86
％
に
な
る
見
通
し
。

グ
ー
グ
ル
、イ
ン
ド
で
採
用

　
【
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ

イ
タ
ー
時
事
】
米
ア
ル
フ
ァ
ベ

ッ
ト
傘
下
の
グ
ー
グ
ル
は
イ
ン

ド
南
部
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
で
、
マ

イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
技
術
者
を
こ
こ

数
カ
月
間
に
十
数
人
以
上
採
用

し
た
。

　
同
社
デ
バ
イ
ス
心
臓
部
の
内

部
設
計
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
強
化
す

る
た
め
、
早
急
に
追
加
採
用
す

る
計
画
だ
。
ビ
ジ
ネ
ス
特
化
型

ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
リ
ン

ク
ト
イ
ン
」
の
求
人
情
報
や
業

界
関
係
者
２
人
の
発
言
で
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
ベ
ン
ガ
ル
ー
ル
は
過
去
20
年

で
、
半
導
体
設
計
の
有
力
な
ハ

ブ
と
な
っ
た
。
グ
ー
グ
ル
の
ベ

ン
ガ
ル
ー
ル
事
業
所
は
こ
れ
ま

で
報
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
同
社
は
チ
ッ
プ
の
独

自
開
発
チ
ー
ム
を
現
地
に
有
す

る
一
握
り
の
大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
と

な
る
。

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
タ
イ
軍

事
政
権
と
対
立
す
る
タ
ク
シ
ン

元
首
相
派
の
政
党
の
一
つ
で
、

中
核
の
タ
イ
貢
献
党
か
ら
分
か

れ
た
タ
イ
国
家
維
持
党
の
チ
ャ

ト
ゥ
ロ
ン
元
副
首
相
（
63
）
が

時
事
通
信
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

応
じ
、
２
０
１
４
年
５
月
の
ク

ー
デ
タ
ー
後
か
ら
続
く
軍
政
を

「
格
差
拡
大
を
招
い
た
」
な
ど

と
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
チ
ャ
ト
ゥ
ロ
ン
氏
は
、
軍
は

秩
序
の
回
復
を
名
目
に
ク
ー
デ

タ
ー
を
決
行
し
な
が
ら
、
「
約

束
し
た
改
革
を
実
行
し
て
い
な

い
」
と
指
摘
。
「
軍
が
権
力
の

座
に
居
座
り
続
け
る
体
制
を
つ

く
り
上
げ
た
」
と
述
べ
、
当
初

の
５
年
間
は
軍
政
が
実
質
的
に

上
院
議
員
２
５
０
人
全
員
を
任

命
す
る
制
度
に
触
れ
た
。
軍
政

は
首
相
を
選
出
す
る
上
下
両
院

合
同
議
会
で
、
最
初
か
ら
２
５

０
票
を
計
算
で
き
る
。

　
経
済
面
で
は
、
軍
政
発
足
後

は
「
タ
イ
の
成
長
率
は
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

軍
政
下
で「
格
差
拡
大
」

タ
イ  

タ
ク
シ
ン
派
元
副
首
相

　
毎
年
恒
例
の
農
業
の
祭
「
テ

ィ
ッ
ク
・
デ
ィ
エ
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
10
日
、
ベ
ト
ナ

ム
ハ
ナ
ム
省
で
行
わ
れ
た
。
催

し
の
一
環
で
、
バ
フ
ァ
ロ
ー
を

ペ
イ
ン
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
た
。
参
加
者
は
、
バ
フ
ァ

ロ
ー
の
全
身
を
カ
ラ
フ
ル
に
装

飾
し
た
り
、
顔
や
模
様
を
体
の

部
分
に
描
い
た
り
し
、
会
場
を

華
々
し
く
飾
っ
た
。
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
毎
年
、
新
年
早
々
に

開
か
れ
、
数
千
の
住
民
や
観
光

客
が
訪
れ
る
。

（
Ｅ
Ｐ
Ａ
＝
時
事
）

Ｎ
）
の
中
で
も
低
い
水
準
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
」
と
批
判
。

「
一
部
の
大
企
業
が
大
も
う
け

す
る
一
方
、
多
く
の
国
民
が
経

済
的
に
苦
し
ん
で
い
る
」
と
述

べ
た
。
　

　
軍
政
下
で
治
安
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
の
見
方
に
関
し
て

は
、
「
ク
ー
デ
タ
ー
前
の
混
乱

は
軍
を
含
む
支
配
層
の
謀
略
。

軍
が
平
和
と
秩
序
を
維
持
で
き

て
当
た
り
前
だ
」
と
語
り
、

「
国
民
は
苦
情
を
訴
え
る
権
利

や
自
由
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
高

い
代
償
を
払
わ
さ
れ
て
い
る
」

と
訴
え
た
。

　
【
バ
ン
コ
ク
時
事
】
経
済
産

業
省
と
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
11
、
12
の
両

日
、
タ
イ
で
の
航
空
機
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
て
、

日
本
の
航
空
機
製
造
関
連
の
中

小
企
業
に
よ
る
タ
イ
の
東
部
経

済
回
廊
（
Ｅ
Ｅ
Ｃ
）
地
域
へ
の

進
出
・
投
資
の
可
能
性
を
探
る

た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
タ
イ
に

派
遣
し
た
。
参
加
し
た
日
本
企

業
30
社
は
、
タ
イ
工
業
省
や
Ｅ

Ｅ
Ｃ
事
務
局
、
タ
イ
の
航
空
機

部
品
製
造
会
社
な
ど
を
訪
問
・

視
察
す
る
と
と
も
に
、
12
日
に

バ
ン
コ
ク
市
内
で
行
わ
れ
た
説

明
会
で
は
、
タ
イ
側
か
ら
同
国

の
航
空
機
関
連
産
業
の
現
状
と

Ｅ
Ｅ
Ｃ
地
域
へ
の
投
資
メ
リ
ッ

ト
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。

　
説
明
会
に
先
立
っ
て
記
者
会

見
し
た
経
済
産
業
省
製
造
産
業

局
航
空
機
武
器
宇
宙
産
業
課
航

空
機
部
品
・
素
材
産
業
室
の
斎

藤
賢
介
室
長
は
「
世
界
の
航
空

機
数
は
現
在
約
２
万
機
で
、
20

年
後
に
は
倍
増
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
を
ア

ジ
ア
太
平
洋
地
域
が
占
め
る
見

込
み
だ
。
航
空
機
製
造
で
は
米

航
空
機
関
連
30
社
が
視
察

タ
イ  

Ｅ
Ｅ
Ｃ
地
域
で
の
投
資
探
る

ボ
ー
イ
ン
グ
、
欧
州
エ
ア
バ
ス

が
中
心
で
ア
ジ
ア
で
の
製
造
は

限
ら
れ
て
い
る
が
、
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
を
考
え
る
と
伸
び
る
余
地

は
大
き
い
」
と
力
説
。
昨
年
11

月
に
東
京
で
開
催
し
た
ア
ジ
ア

航
空
機
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
も
ア
ジ
ア
で
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
期
待

す
る
声
も
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介

し
た
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
バ
ン
コ
ク
事
務

所
の
三
又
裕
生
所
長
は
同
じ
会

見
で
、
「
東
南
ア
ジ
ア
で
の
航

空
機
製
造
は
こ
れ
か
ら
発
展
し

て
い
く
と
こ
ろ
だ
。
特
に
日
本

企
業
が
こ
の
分
野
で
東
南
ア
ジ

ア
に
進
出
す
る
際
に
は
タ
イ
の

Ｅ
Ｅ
Ｃ
が
最
も
有
力
な
地
域
の

一
つ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
日
本
企
業
を
対
象

に
し
た
説
明
会
で
は
、
タ
イ
民

間
航
空
局
（
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｔ
）
航
空

産
業
振
興
局
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
ワ

ラ
ユ
氏
が
タ
イ
な
ど
東
南
ア
ジ

ア
の
航
空
業
界
と
関
連
産
業
の

現
状
を
紹
介
。
タ
イ
の
航
空
旅

客
数
は
２
０
０
８
〜
17
年
に
年

率
10
・
46
％
増
加
し
た
と
し
た

上
で
、
「
18
〜
22
年
ま
で
の
５

年
間
で
同
７
・
５
％
増
加
す

る
」
と
の
予
想
を
明
ら
か
に
し

た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
が

先
ご
ろ
、
航
空
機
・
同
部
品
製

造
、
保
守
・
修
理
・
分
解
整
備

（
Ｍ
Ｒ
Ｏ
）
分
野
の
企
業
は
外

国
資
本
１
０
０
％
が
認
め
ら
れ

た
と
し
た
上
で
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
地
域

へ
の
投
資
を
呼
び
掛
け
た
。

　
【
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
時
事
】
三

井
倉
庫
は
８
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
現
地
法
人
が
こ
の
ほ
ど
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ハ
ラ
ル
（
イ
ス

ラ
ム
教
で
合
法
の
意
味
）
認
証

機
関
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
イ
ス
ラ

ー
ム
評
議
会
」
か
ら
倉
庫
保
管

に
関
す
る
ハ
ラ
ル
認
証
を
取
得

し
た
と
発
表
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
近
年
、

ム
ス
リ
ム
向
け
食
品･

製
品
を

取
り
扱
う
企
業
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
製
造
か
ら
消
費
ま
で
一

貫
し
た
ハ
ラ
ル
対
応
の
構
築
を

迫
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
原
料
や

製
品
の
物
流
過
程
に
お
い
て
も

ハ
ラ
ル
認
証
を
要
望
さ
れ
て
い

る
。

　
三
井
倉
庫
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
、
同
社
運
営
倉
庫
の
一
部
を

ハ
ラ
ル
専
用
保
管
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
区
別
す
る
こ
と
で
、
ノ
ン

ハ
ラ
ル
品
と
の
混
入
・
混
在
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
に
倉
庫
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
整
備
し
、
さ
ら
に

認
証
機
関
指
定
の
講
習
を
修
了

し
た
従
業
員
が
定
め
ら
れ
た
手

順
に
従
っ
て
業
務
を
遂
行
す
る

こ
と
で
、
ハ
ラ
ル
商
品
を
扱
う

顧
客
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ
る

保
管
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　
【
ハ
ノ
イ
時
事
】
住
友
商
事

は
こ
の
ほ
ど
、
ベ
ト
ナ
ム
北
部

フ
ン
イ
エ
ン
省
で
運
営
す
る
第

２
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
へ
の
企

業
進
出
支
援
の
一
環
と
し
て
、

愛
知
県
と
協
定
を
結
ん
だ
と
発

表
し
た
。
愛
知
県
に
本
拠
を
置

く
中
小
企
業
が
レ
ン
タ
ル
工
場

に
入
居
す
る
場
合
、
初
年
度
の

管
理
費
や
、
ベ
ト
ナ
ム
現
地
法

人
を
設
立
す
る
際
の
費
用
を
免

除
す
る
。

　
住
商
は
、
神
奈
川
県
と
も
第

２
タ
ン
ロ
ン
工
業
団
地
を
め
ぐ

っ
て
同
種
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

　
同
社
は
、
日
本
や
ベ
ト
ナ
ム

を
は
じ
め
11
カ
国
が
署
名
し
た

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
の
新
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
）

の
発
効
な
ど
に
よ
り
、
ベ
ト
ナ

ム
が
製
造
業
の
輸
出
拠
点
と
し

て
重
要
に
な
る
と
判
断
。
同
国

へ
進
出
す
る
日
系
企
業
向
け
の

支
援
に
引
き
続
き
力
を
入
れ
る

方
針
だ
。

保
管
業
務
で
ハ
ラ
ル
認
証

三
井
倉
庫
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

　
米
連
邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）

は
近
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
安
全
基

準
を
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
１
」
に
引

き
上
げ
、
直
行
便
運
航
へ
の
地

な
ら
し
を
す
る
公
算
が
大
き

い
。
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
ア
の

ザ
ン
チ
ー
が
ロ
イ
タ
ー
電
と
し

て
伝
え
た
。

　
Ｆ
Ａ
Ａ
当
局
者
に
よ
る
と
、

認
可
は
今
後
数
週
間
以
内
に
下

り
る
見
通
し
と
い
う
。
ベ
ト
ナ

ム
は
昨
年
、
Ｆ
Ａ
Ａ
に
よ
る
安

全
性
評
価
を
受
け
て
い
る
。
現

在
、
ベ
ト
ナ
ム
〜
米
国
間
の
移

動
に
は
、
中
国
や
香
港
、
日
本

で
の
乗
り
継
ぎ
が
必
要
。
ベ
ト

ナ
ム
航
空
や
バ
ン
ブ
ー
航
空
は

直
行
便
運
航
を
要
求
し
て
い

る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
昨
年
初

め
、
国
内
航
空
会
社
に
対
し

て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
中

国
、
欧
州
、
米
国
な
ど
へ
の
就

航
先
拡
大
計
画
を
承
認
し
た
。

米
、越
直
行
便
運
航
へ

カ
テ
ゴ
リ
ー
１
に
引
き
上
げ

愛
知
企
業
の
進
出
支
援

住
友
商
事
、ベ
ト
ナ
ム
で

カ
ラ
フ
ル
な
バ
フ
ァ
ロ
ー

ベ
ト
ナ
ム
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慰
安
婦
問
題
を
め
ぐ
り
、
韓

国
国
会
の
文
喜
相
議
長
が
天
皇

陛
下
の
謝
罪
が
望
ま
し
い
と
の

見
解
を
示
し
、
日
本
政
府
は
猛

反
発
し
た
。
皇
室
へ
の
「
侮

辱
」
と
も
受
け
取
ら
れ
か
ね

ず
、
河
野
太
郎
外
相
は
12
日
の

衆
院
予
算
委
員
会
で
「
極
め
て

無
礼
な
発
言
だ
」
と
強
く
非

難
。
日
韓
関
係
の
悪
化
に
拍
車

を
掛
け
る
の
は
確
実
だ
。
　

　
文
議
長
は
米
通
信
社
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
天
皇
陛
下
に
つ
い

て
「
戦
争
犯
罪
の
主
犯
の
息
子

で
は
な
い
か
。
本
当
に
申
し
訳

な
か
っ
た
と
一
言
い
え
ば
、
す

っ
か
り
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
」

と
語
っ
た
。
外
務
省
幹
部
は

「
少
し
は
口
の
利
き
方
を
覚
え

て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
」

と
反
発
。
日
本
政
府
は
８
、
９

両
日
、
複
数
の
外
交
ル
ー
ト
を

通
じ
て
韓
国
側
に
繰
り
返
し
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
謝
罪
と
撤

回
を
求
め
た
。
安
倍
晋
三
首
相

は
12
日
の
衆
院
予
算
委
で
「
本

当
に
驚
い
た
。
甚
だ
し
く
不
適

切
な
内
容
を
含
む
も
の
で
極
め

て
遺
憾
だ
」
と
表
明
。
韓
国
政

府
は
「
報
道
の
さ
れ
方
は
議
長

の
本
意
で
は
な
か
っ
た
」
と
釈

明
し
て
い
る
が
、
謝
罪
や
撤
回

に
は
応
じ
て
お
ら
ず
、
菅
義
偉

官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
「
誠

意
あ
る
対
応
」
を
要
求
し
た
。

　
韓
国
側
は
こ
れ
ま
で
も
、
２

０
１
２
年
に
李
明
博
大
統
領

（
当
時
）
が
天
皇
陛
下
の
謝
罪

が
必
要
と
発
言
。
こ
の
際
も
日

本
政
府
が
韓
国
側
に
謝
罪
と
撤

回
を
求
め
た
経
緯
が
あ
る
。

　
日
韓
間
に
は
、
懸
案
が
山

積
。
日
本
企
業
に
元
徴
用
工
ら

へ
の
賠
償
を
命
じ
た
韓
国
最
高

裁
判
決
を
め
ぐ
り
、
日
本
政
府

は
12
日
、
韓
国
政
府
に
対
し
、

１
９
６
５
年
の
日
韓
請
求
権
協

定
に
基
づ
く
２
国
間
協
議
の
要

請
に
回
答
す
る
よ
う
督
促
し

た
。
22
日
に
島
根
県
が
定
め
た

韓
国
議
長
は「
極
め
て
無
礼
」

「
天
皇
謝
罪
」発
言
に
猛
反
発

　
日
産
自
動
車
は
12
日
、
２
０

１
９
年
３
月
期
の
連
結
業
績
予

想
を
下
方
修
正
す
る
と
発
表
し

た
。
売
上
高
は
11
兆
６
千
億
円

（
従
来
予
想
12
兆
円
）
、
営
業

利
益
は
４
５
０
０
億
円
（
同
５

４
０
０
億
円
）
に
そ
れ
ぞ
れ
悪

化
。
純
利
益
は
４
１
０
０
億
円

（
同
５
千
億
円
）
と
前
期
比

45
・
１
％
減
少
す
る
。
米
国
市

場
で
の
販
売
不
振
な
ど
が
影
響

し
た
。

　
通
期
の
世
界
販
売
見
通
し
は

５
９
２
万
５
千
台
か
ら
５
６
０

万
台
に
下
方
修
正
し
た
。
米
国

に
つ
い
て
は
、
１
５
５
万
台
か

ら
１
４
５
万
５
千
台
に
減
少
す

る
。

　
西
川
広
人
社
長
は
決
算
記
者

会
見
で
、
米
国
事
業
に
つ
い
て

「
（
値
引
き
の
抑
制
な
ど
）
改

善
に
取
り
組
み
、
徐
々
に
効
果

が
出
て
い
る
」
と
説
明
。
販
売

台
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、
将

来
的
な
採
算
性
の
改
善
に
つ
な

が
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
18
年
４
〜
12
月
期
連
結
決
算

は
増
収
減
益
。
前
会
長
カ
ル
ロ

ス
・
ゴ
ー
ン
被
告
の
不
正
に
関

連
し
、
有
価
証
券
報
告
書
に
記

載
し
て
い
な
か
っ
た
92
億
円
の

報
酬
を
計
上
。
こ
の
報
酬
の
扱

い
に
つ
い
て
西
川
氏
は
「
実
際

に
支
払
う
こ
と
を
決
め
た
わ
け

で
は
な
い
。
私
と
し
て
は
支
払

い
を
す
る
結
論
に
至
る
と
は
思

っ
て
い
な
い
」
と
述
べ
た
。

業
績
予
想
を
下
方
修
正

純
利
益
45
％
減
の
4100
億
円日産

「
竹
島
の
日
」
、
３
月
１
日
に

は
韓
国
で
日
本
の
植
民
地
支
配

抵
抗
運
動
「
三
・
一
独
立
運

動
」
１
０
０
周
年
記
念
日
が
控

え
て
お
り
、
両
国
関
係
は
一
段

と
冷
え
込
み
そ
う
だ
。

記
者
会
見
で
２
０
１
９
年
３
月
期
連

結
決
算
予
想
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
質
問
に
答
え
る
日
産
自
動
車
の

西
川
広
人
社
長
＝
12
日
、
横
浜
市
西

区
の
同
社
本
社

安
倍
首
相
、２
島
決
着
を
否
定
せ
ず

衆
院
予
算
委  

統
計
不
正
の
引
き
継
ぎ
な
し

　
衆
院
予
算
委
員
会
は
12
日
午
前
、
安
倍
晋
三
首
相
と
全
閣

僚
が
出
席
し
て
２
０
１
９
年
度
予
算
案
に
関
す
る
基
本
的
質

疑
を
続
行
し
た
。
日
ロ
平
和
条
約
交
渉
に
つ
い
て
、
立
憲
民

主
党
会
派
の
岡
田
克
也
氏
が
「
歯
舞
、
色
丹
だ
け
で
国
境
線

を
引
く
の
は
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
だ
」
と
迫
っ
た
の
に

対
し
、
首
相
は
「
領
土
問
題
を
解
決
し
て
、
平
和
条
約
を
締

結
す
る
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
。
こ
れ
以
上
は
答
弁
は
差
し

控
え
た
い
」
と
述
べ
、
２
島
返
還
に
よ
る
条
約
締
結
を
否
定

し
な
か
っ
た
。

　
日
ロ
首
脳
は
、
歯
舞
、
色
丹

２
島
の
引
き
渡
し
を
明
記
し
た

１
９
５
６
年
の
日
ソ
共
同
宣
言

を
基
礎
に
交
渉
を
加
速
す
る
こ

と
で
一
致
し
て
い
る
。
岡
田
氏

は
４
島
を
明
記
し
た
93
年
の
東

京
宣
言
な
ど
に
触
れ
、
「
大
き

な
ビ
ハ
イ
ン
ド
に
な
る
」
と
指

摘
。
首
相
は
「
平
和
条
約
交
渉

の
対
象
は
４
島
の
帰
属
の
問
題

で
あ
る
と
の
一
貫
し
た
立
場

で
、
後
退
し
て
い
る
こ
と
は
全

く
な
い
」
と
反
論
し
た
。

　
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
調
査

に
関
し
、
厚
生
労
働
省
の
大
西

康
之
前
政
策
統
括
官
（
統
計
担

当
）
は
、
着
任
時
に
調
査
方
法

に
つ
い
て
引
き
継
ぎ
を
受
け
な

か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
立
憲
会
派
の
小
川
淳
也
氏

へ
の
答
弁
。

　
大
西
氏
は
「
前
統
括
官
の
時

に
調
査
方
法
の
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
が
、
引
き
継
ぎ
で
『
今
は

落
ち
着
い
て
い
る
』
以
上
の
特

段
の
説
明
は
受
け
て
い
な
い
」

と
述
べ
た
。
小
川
氏
は
、
前
任

者
の
酒
光
一
章
元
政
策
統
括
官

の
参
考
人
招
致
を
求
め
た
。
　

　
大
西
氏
は
、
勤
労
統
計
の
不

正
を
昨
年
12
月
13
日
に
把
握
し

な
が
ら
、
同
18
日
ま
で
同
省
幹

部
に
報
告
し
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
「
具
体
的
に
い
つ
か

ら
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の

か
や
（
調
査
デ
ー
タ
の
）
復
元

に
つ
い
て
状
況
を
よ
く
把
握
し

き
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
釈

明
。
賃
金
構
造
基
本
統
計
で
、

訪
問
調
査
を
す
べ
き
と
こ
ろ
を

郵
送
で
実
施
し
て
い
た
こ
と
に

関
し
て
は
「
他
の
統
計
に
も

（
郵
送
の
手
法
が
）
あ
る
の

で
、
悪
い
も
の
と
は
捉
え
て
い

な
か
っ
た
」
と
述
べ
、
隠
蔽

（
い
ん
ぺ
い
）
の
意
図
を
否
定

し
た
。

　
午
後
の
質
疑
に
は
、
総
務
省

統
計
委
員
会
の
西
村
清
彦
委
員

長
が
参
考
人
と
し
て
出
席
す

る
。

衆
院
予
算
委
員
会
で
質
問
す
る
立
憲
民
主
党
会
派
の
岡
田
克
也
氏
＝
12
日
午

前
、
国
会
内

　
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ

ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
誘
致
に
向
け
大

阪
府
と
大
阪
市
は
12
日
、
観
光

消
費
な
ど
に
よ
る
Ｉ
Ｒ
の
経
済

波
及
効
果
を
年
間
７
６
０
０
億

円
と
想
定
し
た
基
本
構
想
案
を

発
表
し
た
。
投
資
規
模
は
９
３

０
０
億
円
で
、
誘
致
先
の
大
阪

湾
の
人
工
島
「
夢
洲
（
ゆ
め
し

ま
）
」
に
ホ
テ
ル
、
国
際
会
議

場
な
ど
を
整
備
す
る
。
今
春
か

ら
の
府
と
市
に
よ
る
Ｉ
Ｒ
事
業

者
の
プ
ラ
ン
公
募
の
指
針
と
な

る
。

　
夢
洲
は
２
０
２
５
年
に
開
か

れ
る
国
際
博
覧
会
（
万
博
）
の

会
場
。
府
と
市
は
、
万
博
に
先

立
つ
24
年
度
の
Ｉ
Ｒ
開
業
を
目

指
し
て
い
る
。
　

　
構
想
案
に
よ
る
と
、
敷
地
面

積
は
60
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
「
世
界

最
高
水
準
の
成
長
型
Ｉ
Ｒ
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
カ
ジ
ノ

以
外
に
、
客
室
３
千
室
以
上
の

ホ
テ
ル
や
６
千
人
以
上
を
収
容

す
る
国
際
会
議
場
、
商
業
施
設

を
整
備
す
る
。
治
安
対
策
で
警

察
署
を
新
設
す
る
方
針
も
示
し

た
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
や
ビ
ジ
ネ
ス

客
ら
年
間
１
５
０
０
万
人
の
来

場
を
想
定
。
カ
ジ
ノ
は
同
５
９

０
万
人
の
利
用
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
Ｉ
Ｒ
全
体
で
の
売
り
上
げ
は

年
間
４
８
０
０
億
円
、
う
ち
約

８
割
に
当
た
る
３
８
０
０
億
円

は
カ
ジ
ノ
に
よ
る
収
入
と
見
積

も
っ
た
。
納
付
金
や
税
収
な
ど

府
市
を
合
わ
せ
た
歳
入
は
年
間

８
５
０
億
円
に
上
る
と
み
て
い

る
。

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
対
策
と

し
て
は
、
事
業
者
に
情
報
通
信

技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
、
人
工
知
能

（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
利
用
制

限
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
を
要

請
し
た
。

経
済
波
及
効
果
、年
7600
億
円

大
阪
府・市  

Ｉ
Ｒ
誘
致
で
基
本
構
想
案

　
【
ベ
ロ
オ
リ
ゾ
ン
テ
（
ブ
ラ

ジ
ル
）
ロ
イ
タ
ー
時
事
】
ロ
イ

タ
ー
通
信
が
11
日
に
入
手
し
た

文
書
に
よ
る
と
、
ブ
ラ
ジ
ル
資

源
大
手
バ
ー
レ
は
、
１
月
に
決

壊
し
、
少
な
く
と
も
１
６
５
人

の
死
者
を
出
し
た
同
国
の
ダ
ム

に
関
し
て
、
昨
年
の
時
点
で
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

認
識
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

　
２
０
１
８
年
10
月
３
日
付
の

報
告
書
で
は
、
決
壊
事
故
が
起

き
た
ブ
ル
マ
ジ
ー
ニ
ョ
の
ダ
ム

に
つ
い
て
、
決
壊
の
可
能
性
リ

ス
ク
が
バ
ー
レ
の
社
内
安
全
基

準
上
限
の
２
倍
で
あ
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
文
書
に
よ
り
、
バ
ー
レ

が
ダ
ム
の
安
全
性
を
懸
念
し
て

い
た
こ
と
が
初
め
て
明
ら
か
に

な
っ
た
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
の

と
こ
ろ
コ
メ
ン
ト
の
求
め
に
応

じ
て
い
な
い
。

ブ
ラ
ジ
ル
・
バ
ー
レ

危
険
性
認
識
か

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
事
】
自

動
運
転
車
に
よ
る
無
人
配
送
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
を
手
掛
け
る
米

新
興
企
業
ニ
ュ
ー
ロ
（
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
）
は
11
日
、
ソ
フ

ト
バ
ン
ク
（
Ｓ
Ｂ
）
グ
ル
ー
プ

が
運
営
す
る
フ
ァ
ン
ド
か
ら
９

億
４
千
万
ド
ル
（
約
１
０
４
０

億
円
）
の
資
金
を
調
達
し
た
と

発
表
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ロ
は
、
米
グ
ー
グ
ル

の
自
動
運
転
車
開
発
部
門
出
身

の
デ
ー
ブ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
氏

ら
が
２
０
１
６
年
に
創
業
。
独

自
開
発
し
た
無
人
の
小
型
車
両

を
使
い
、
都
市
部
を
中
心
に
商

品
を
配
送
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
18
年

に
は
米
ス
ー
パ
ー
大
手
ク
ロ
ー

ガ
ー
と
提
携
し
、
ア
リ
ゾ
ナ
州

で
生
鮮
食
品
な
ど
の
無
人
配
送

を
始
め
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
傘
下
の
10

兆
円
規
模
の
「
ビ
ジ
ョ
ン
・
フ

ァ
ン
ド
」
を
通
じ
、
米
配
車
サ

ー
ビ
ス
大
手
ウ
ー
バ
ー
・
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
や
米
自
動
車
大
手

ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
（
Ｇ

Ｍ
）
の
自
動
運
転
車
開
発
部
門

な
ど
に
出
資
し
た
。
次
世
代
の

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
移
動
手
段
）

分
野
へ
の
投
資
を
加
速
し
て
い

る
。

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
時
事
】
シ
ャ
ナ
ハ
ン
米
国

防
長
官
代
行
は
11
日
、
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
予
告
な
し
に
初
訪

問
し
、
ガ
ニ
大
統
領
と
会
談
し

た
。
ア
フ
ガ
ン
大
統
領
府
の
声

明
に
よ
る
と
、
双
方
は
「
平
和

を
達
成
す
る
ま
で
両
国
の
軍
事

同
盟
は
続
く
」
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
ガ
ニ
氏
は
会
談
で
「
米
国
の

南
ア
ジ
ア
、
ア
フ
ガ
ン
戦
略
は

良
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
が
、

武
装
勢
力
の
せ
ん
滅
と
い
う
目

標
に
は
達
し
て
い
な
い
」
と
強

調
。
米
軍
撤
退
を
め
ぐ
り
米
国

と
反
政
府
勢
力
タ
リ
バ
ン
が
協

議
を
進
め
る
中
、
引
き
続
き
米

軍
の
関
与
を
求
め
た
。

　
一
方
、
ガ
ニ
氏
は
11
日
の
演

説
で
、
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
（
国
民

大
会
議
）
を
近
く
開
く
と
表

明
。
包
括
的
和
平
に
向
け
協
議

を
行
う
意
向
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
ロ
イ
タ
ー
通
信
に
よ
る
と
、

シ
ャ
ナ
ハ
ン
氏
は
ア
フ
ガ
ン
に

向
か
う
機
中
、
記
者
団
に
「
ア

フ
ガ
ン
政
府
が
同
国
（
の
未

来
）
に
関
す
る
議
論
に
加
わ
る

の
は
重
要
な
こ
と
だ
」
と
発

言
。
将
来
的
に
は
、
タ
リ
バ
ン

と
の
和
平
協
議
に
ア
フ
ガ
ン
政

府
も
参
加
す
べ
き
だ
と
の
考
え

を
示
し
た
。

米
新
興
企
業
ニ
ュ
ー
ロ

Ｓ
Ｂ
か
ら

1000
億
円

軍
事
同
盟
継
続
を
確
認

米
長
官
代
行
、ア
フ
ガ
ン
初
訪
問

　
【
ワ
シ
ン
ト
ン
時
事
】
米
Ｃ

Ｎ
Ｎ
テ
レ
ビ
は
11
日
、
中
東
地

域
で
過
激
派
組
織
イ
ス
ラ
ミ
ッ

ク
・
ス
テ
ー
ト
（
Ｉ
Ｓ
）
掃
討

戦
な
ど
を
指
揮
す
る
ボ
テ
ル
米

中
央
軍
司
令
官
が
、
い
ま
だ
数

万
人
規
模
の
Ｉ
Ｓ
残
党
が
イ
ラ

ク
と
シ
リ
ア
に
存
在
し
て
い
る

と
懸
念
を
示
し
た
と
報
じ
た
。

　
ボ
テ
ル
氏
は
記
者
団
に
、

「
（
Ｉ
Ｓ
は
）
分
散
し
、
分
解

状
態
に
あ
る
が
、
い
ま
だ
指
導

部
や
戦
闘
員
、
支
援
者
は
残
っ

て
い
る
」
と
警
告
。
シ
リ
ア
か

ら
の
部
隊
撤
収
を
命
じ
た
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
指
示
を
「
正
確

に
理
解
し
て
い
る
」
と
述
べ
る

一
方
、
撤
収
後
も
Ｉ
Ｓ
に
対
す

る
圧
力
は
緩
め
な
い
と
説
明
し

た
。

シ
リ
ア
撤
収「
指
示
通
り
」

Ｉ
Ｓ
残
党
、い
ま
だ
数
万
人

米
司
令
官
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大
リ
ー
グ

プ
ロ
野
球

競
泳
の
池
江
選
手
、白
血
病
を
公
表

五
輪
出
場
見
通
せ
ず

　
競
泳
女
子
の
池
江
璃
花
子
選

手
（
18
）
＝
ル
ネ
サ
ン
ス
＝
が

12
日
、
自
身
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

白
血
病
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
「
体
調
不
良

で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
緊
急

帰
国
し
、
検
査
を
受
け
た
結

果
、
白
血
病
と
い
う
診
断
が
出

ま
し
た
」
と
記
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
メ

ダ
ル
候
補
、
池
江
選
手
の
今
後

に
つ
い
て
、
日
本
水
泳
連
盟
の

上
野
広
治
副
会
長
は
「
（
東
京

五
輪
に
）
本
人
は
出
た
か
っ
た

と
思
う
が
、
今
は
分
か
ら
な

い
」
と
話
し
た
。

　
池
江
選
手
は
、
治
療
に
専
念

す
る
た
め
４
月
の
日
本
選
手
権

出
場
を
断
念
す
る
と
し
て
い

る
。
「
い
ま
だ
に
信
じ
ら
れ

ず
、
混
乱
し
て
い
る
状
況
で

す
。
一
日
で
も
早
く
、
さ
ら
に

強
く
な
っ
た
池
江
璃
花
子
の
姿

を
見
せ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
心

境
を
つ
づ
っ
た
。

　
上
野
副
会
長
、
所
属
先
で
池

江
を
指
導
す
る
三
木
二
郎
コ
ー

チ
ら
が
12
日
に
東
京
都
内
で
記

者
会
見
し
て
状
況
を
説
明
。
そ

ア
ジ
ア
大
会
の
最
優
秀
選
手
（
Ｍ
Ｖ
Ｐ
）
に
選
ば
れ
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に

笑
顔
を
見
せ
る
競
泳
女
子
の
池
江
璃
花
子
＝
２
０
１
８
年
９
月
２
日
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ　

れ
に
よ
る
と
、
池
江
選
手
は
１

月
18
日
か
ら
豪
州
の
ゴ
ー
ル
ド

コ
ー
ス
ト
で
合
宿
を
実
施
。
合

宿
は
今
月
10
日
ま
で
の
予
定
だ

っ
た
が
、
体
力
の
著
し
い
低
下

な
ど
異
変
が
見
ら
れ
た
た
め
、

４
日
に
現
地
で
検
査
を
受
け

た
。
詳
し
い
検
査
が
必
要
に
な

っ
た
た
め
８
日
に
帰
国
し
た
。

同
日
に
再
検
査
を
受
け
た
結

果
、
白
血
病
と
診
断
さ
れ
、
そ

の
日
の
う
ち
に
入
院
し
た
。

　
ル
ネ
サ
ン
ス
の
吉
田
正
昭
社

長
は
「
（
医
師
か
ら
）
早
期
の

発
見
が
で
き
た
と
説
明
を
受
け

て
い
る
」
と
し
、
上
野
副
会
長

は
池
江
選
手
の
詳
細
な
病
状
に

つ
い
て
「
白
血
病
と
し
か
言
え

な
い
。
（
急
性
か
慢
性
か
は
）

も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
」

と
述
べ
た
。
三
木
コ
ー
チ
は

「
（
東
京
五
輪
の
）
可
能
性
は

ゼ
ロ
で
は
な
い
。
精
神
面
で
サ

ポ
ー
ト
で
き
た
ら
」
と
語
っ

た
。
　

　
池
江
選
手
は
女
子
１
０
０
メ

ー
ト
ル
自
由
形
、
同
１
０
０
メ

ー
ト
ル
バ
タ
フ
ラ
イ
な
ど
、
長

水
路
で
個
人
５
種
目
の
日
本
記

録
を
持
ち
、
16
年
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
五
輪
１
０
０
メ
ー
ト
ル

バ
タ
フ
ラ
イ
で
５
位
入
賞
。
昨

年
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ア
ジ
ア
大

会
で
は
６
個
の
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
て
最
優
秀
選
手
に
輝
い

た
。

　
競
泳
界
に
と
ど
ま
ら
ず
、
東

京
五
輪
で
開
催
国
を
代
表
す
る

ア
ス
リ
ー
ト
と
言
っ
て
も
い
い

池
江
選
手
に
、
思
い
も
よ
ら
な

い
困
難
が
降
り
か
か
っ
た
。
大

舞
台
を
１
年
半
後
に
控
え
、
白

血
病
が
判
明
。
所
属
先
で
昨
春

か
ら
指
導
す
る
三
木
コ
ー
チ
は

「
病
名
が
分
か
っ
た
時
、
お
互

い
に
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。

（
本
人
は
）
本
当
に
頭
の
中
が

真
っ
白
だ
っ
た
と
思
う
」
と
衝

撃
の
大
き
さ
を
口
に
し
た
。

　
１
月
か
ら
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
合
宿
で
は
、
本
格
的
な
シ
ー

ズ
ン
入
り
を
前
に
泳
ぎ
込
ん

だ
。
１
年
前
の
同
じ
豪
州
合
宿

で
は
大
き
く
成
長
し
た
が
、
こ

と
し
は
勝
手
が
違
っ
た
と
い

う
。
「
肩
で
息
を
す
る
よ
う
な

レ
ベ
ル
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
、

そ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
」

（
三
木
氏
）
。
明
ら
か
な
体
調

の
異
変
か
ら
、
予
定
を
繰
り
上

げ
て
帰
国
。
そ
し
て
現
実
を
知

っ
た
。

　
東
京
五
輪
へ
の
影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
。
三
木
コ
ー
チ
は
出

場
の
可
能
性
を
「
ゼ
ロ
で
は
な

い
」
と
言
っ
た
が
、
仮
に
来
年

の
代
表
選
考
レ
ー
ス
に
出
場
で

き
て
も
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
い
。

こ
と
し
７
月
の
世
界
選
手
権

（
韓
国
）
で
は
リ
レ
ー
種
目
の

五
輪
出
場
権
が
争
わ
れ
る
。
日

本
水
泳
連
盟
の
上
野
副
会
長
は

「
池
江
抜
き
で
の
リ
レ
ー
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
」
と
見
通
し

を
示
し
た
。

　
池
江
選
手
は
病
魔
と
闘
う
姿

勢
を
見
せ
、
病
名
の
公
表
も
本

人
が
決
断
し
た
と
い
う
。
三
木

コ
ー
チ
は
「
病
気
と
闘
っ
て
い

く
と
決
め
た
こ
と
で
、
池
江
選

手
が
強
く
な
っ
て
戻
っ
て
く
る

と
信
じ
て
い
る
」
と
言
い
切
っ

た
。
18
歳
の
逸
材
。
２
０
２
４

年
パ
リ
五
輪
も
見
据
え
て
、
誰

も
が
元
気
な
姿
で
の
復
活
を
望

ん
で
い
る
。

　
池
江
璃
花
子
選
手
を
突
如
襲

っ
た
「
白
血
病
」
。
難
病
と
さ

れ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
克

服
し
て
復
帰
し
た
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
。

　
プ
ロ
野
球
の
岩
下
修
一
元
投

手
は
、
オ
リ
ッ
ク
ス
時
代
の
２

０
０
１
年
７
月
に
「
急
性
骨
髄

性
白
血
病
」
と
診
断
さ
れ
た
。

当
時
28
歳
。
早
期
発
見
と
入
院

治
療
が
実
り
回
復
。
翌
年
に
開

幕
１
軍
入
り
し
、
開
幕
戦
で
復

帰
登
板
。
05
年
に
戦
力
外
と
な

っ
た
が
、
06
年
に
日
本
ハ
ム
の

入
団
テ
ス
ト
に
合
格
し
、
再
び

１
軍
登
板
を
果
た
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
で
は
、
Ｊ
２
新
潟

の
Ｄ
Ｆ
早
川
史
哉
（
25
）
が
復

帰
の
途
上
に
あ
る
。
プ
ロ
１
年

目
の
16
年
４
月
に
「
急
性
白
血

病
」
と
判
明
。
骨
髄
移
植
手
術

を
受
け
た
。
ク
ラ
ブ
は
一
時
、

契
約
を
凍
結
し
た
が
練
習
試
合

に
出
場
で
き
る
ま
で
に
な
り
、

昨
年
11
月
に
契
約
再
開
。
今
季

の
契
約
も
更
新
さ
れ
た
。

　
海
外
で
も
、
ラ
グ
ビ
ー
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
経
験
が
あ

る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ア
リ
ー

フ
ァ
ノ
が
白
血
病
を
乗
り
越
え

た
。
16
年
に
発
症
し
、
骨
髄
移

植
を
受
け
て
競
技
に
戻
っ
た
。

昨
年
に
は
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
、

ブ
ラ
ン
ビ
ー
ズ
の
一
員
と
し
て

来
日
し
、
現
在
は
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
の
豊
田
自
動
織
機
に
所
属
す

る
。

　
08
年
北
京
五
輪
で
は
水
泳
オ

ー
プ
ン
ウ
オ
ー
タ
ー
男
子
の
マ

ー
テ
ン
・
フ
ァ
ン
デ
ル
バ
イ
デ

ン
（
オ
ラ
ン
ダ
）
が
、
過
去
の

白
血
病
に
打
ち
勝
っ
て
金
メ
ダ

ル
獲
得
。
テ
ニ
ス
女
子
ダ
ブ
ル

ス
元
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
コ
リ

ー
ナ
・
モ
ラ
リ
ュ
ー
（
米
国
）

は
01
年
に
白
血
病
を
患
っ
た

が
、
化
学
療
法
な
ど
で
１
年
後

に
復
帰
し
、
05
年
に
全
豪
オ
ー

プ
ン
準
優
勝
を
果
た
し
た
。
　

大
坂
、コ
ー
チ
と
師
弟
関
係
解
消

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
明
ら
か
に

　
【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
時
事
】
女

子
テ
ニ
ス
で
１
月
の
全
豪
オ
ー

プ
ン
を
制
し
た
世
界
ラ
ン
キ
ン

グ
１
位
の
大
坂
な
お
み
（
21
）

＝
日
清
食
品
＝
が
11
日
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
指
導
を
受
け
て
い
た

サ
ー
シ
ャ
・
バ
イ
ン
氏
（
34
）

＝
ド
イ
ツ
＝
と
の
師
弟
関
係
を

解
消
し
た
と
明
ら
か
に
し
た
。

「
サ
ー
シ
ャ
と
は
も
う
一
緒
に

や
ら
な
い
。
彼
の
指
導
に
感
謝

し
、
今
後
の
成
功
を
祈
っ
て
い

る
」
と
記
し
た
。

　
四
大
大
会
連
勝
後
の
突
然
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
決
定
と
な
っ

た
が
、
大
坂
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

担
当
者
は
理
由
に
つ
い
て
「
ノ

ー
コ
メ
ン
ト
」
と
答
え
る
に
と

ど
め
た
。
バ
イ
ン
氏
も
自
身
の

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
こ
れ
か
ら
も

う
ま
く
い
き
ま
す
よ
う
に
。
君

の
チ
ー
ム
に
加
え
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
」
と
応
え
た
。

　
元
世
界
ラ
ン
ク
１
位
の
セ
リ

ー
ナ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（
米

国
）
の
専
属
練
習
相
手
を
長
く

務
め
た
経
験
を
持
つ
バ
イ
ン
氏

は
、
２
０
１
７
年
12
月
か
ら
大

坂
を
指
導
。
昨
年
３
月
の
Ｂ
Ｎ

Ｐ
パ
リ
バ
・
オ
ー
プ
ン
で
ツ
ア

ー
初
優
勝
に
導
く
と
、
９
月
に

全
米
オ
ー
プ
ン
で
日
本
選
手
初

の
四
大
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
制
覇

を
も
た
ら
し
た
。

　
バ
イ
ン
氏
は
練
習
で
は
ラ
リ

ー
を
打
ち
合
っ
て
指
導
す
る

他
、
試
合
中
に
大
坂
の
元
へ
駆

け
寄
り
、
的
確
な
助
言
を
送
る

こ
と
で
精
神
面
で
も
支
え
て
き

た
。
昨
年
は
女
子
テ
ニ
ス
協
会

（
Ｗ
Ｔ
Ａ
）
の
年
間
最
優
秀
コ

ー
チ
に
も
選
ば
れ
た
。
　師弟関係を解消したことが明らかになった大坂なおみ（右）とサーシ

ャ・バイン氏＝2018年３月18日、米カリフォルニア州インディアンウ
ェルズ（ＥＰＡ＝時事）

競
泳

英
サ
ッ
カ
ー
、人
種
差
別
ま
ん
延

フ
ァ
ン
の
９
割
が「
目
撃
」

な
ど
へ
の
人
種
差
別
を
少
な
く

と
も
一
度
は
目
撃
し
た
と
回
答

し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
英
サ
ッ
カ
ー
界
に
は
び
こ

る
人
種
差
別
の
深
刻
な
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
調
査
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
の
試

合
で
少
な
く
と
も
一
度
は
人
種

差
別
を
目
撃
し
た
人
は
86
％
だ

っ
た
。
黒
人
や
ア
ジ
ア
系
な
ど

の
「
人
種
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
」
の
フ
ァ
ン
に
限
る
と
、
こ

れ
が
93
％
に
上
っ
た
。

　
実
際
に
直
接
差
別
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
と
の
回
答
は
フ
ァ

ン
全
体
の
33
％
、
黒
人
・
ア
ジ

ア
系
な
ど
で
は
71
％
と
な
っ

た
。

　
デ
ー
ビ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
相
は

ス
カ
イ
の
取
材
に
「
失
望
し
た

が
、
驚
き
は
な
か
っ
た
」
と
表

明
。
プ
レ
ミ
ア
リ
ー
グ
の
ビ

ル
・
ブ
ッ
シ
ュ
政
策
担
当
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
は
「
サ
ッ
カ
ー
は
社

会
の
見
本
で
あ
り
、
良
い
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
。
サ

ッ
カ
ー
に
人
種
差
別
の
余
地
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ

た
。

　
調
査
は
１
月
下
旬
、
英
国
の

成
人
男
女
１
０
０
６
人
を
対
象

に
実
施
し
た
。

　
【
ロ
ン
ド
ン
時
事
】
英
民
放

ス
カ
イ
ニ
ュ
ー
ズ
が
11
日
発
表

し
た
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
サ

ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
の
約
９
割
が
ス

タ
ジ
ア
ム
で
黒
人
や
ア
ジ
ア
系

サ
ッ
カ
ー

テ
ニ
ス

　
【
ピ
オ
リ
ア
（
米
ア
リ
ゾ
ナ

州
）
時
事
】
米
大
リ
ー
グ
の
マ

リ
ナ
ー
ズ
に
入
団
し
た
菊
池
雄

星
投
手
が
キ
ャ
ン
プ
イ
ン
を
翌

日
に
控
え
た
11
日
、
米
ア
リ
ゾ

ナ
州
ピ
オ
リ
ア
の
球
団
施
設
で

取
材
に
応
じ
、
「
い
よ
い
よ
始

ま
る
。
楽
し
み
し
か
な
い
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。
こ
の
日
は
身

体
検
査
を
受
け
、
練
習
は
し
な

か
っ
た
。

　
菊
池
は
４
日
か
ら
ピ
オ
リ
ア

で
自
主
ト
レ
を
続
け
、
ブ
ル
ペ

ン
で
の
投
球
練
習
も
行
っ
て
い

る
。
「
い
い
状
態
。
（
米
国

の
）
ボ
ー
ル
に
も
対
応
で
き
て

い
る
」
と
順
調
ぶ
り
を
ア
ピ
ー

ル
。
「
あ
す
か
ら
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
着
る
と
、
緊
張
感
が
違
う
と

思
う
。
文
化
の
違
い
な
ど
出
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ

と
は
気
に
し
な
い
と
割
り
切
る

の
が
大
事
。
早
く
チ
ー
ム
に
溶

け
込
み
た
い
」
と
語
っ
た
。
　

　
12
日
の
キ
ャ
ン
プ
初
日
は
ブ

ル
ペ
ン
で
投
球
練
習
を
す
る
予

定
。

キ
ャ
ン
プ
イ
ン
を
翌
日
に
控
え
、
記

者
団
の
取
材
に
応
じ
る
マ
リ
ナ
ー
ズ

の
菊
池
＝
11
日
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
ピ
オ

リ
ア

菊
池「
い
よ
い
よ
」

マ
リ
ナ
ー
ズ

　
【
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
】
独
立
リ
ー
グ

を
経
て
復
帰
し
た
左
腕
の
古
村

（
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
・
富
山
）
が
、

休
日
を
返
上
し
て
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
で
汗

を
流
し
た
。
13
日
に
予
定
さ
れ

て
い
る
ロ
ッ
テ
と
の
練
習
試
合

で
の
登
板
に
向
け
、
「
自
分
を

出
す
し
か
な
い
」
と
意
気
込
ん

だ
。

　
神
奈
川
・
茅
ケ
崎
西
浜
高
か

ら
２
０
１
２
年
に
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
に

入
団
。
故
障
に
苦
し
み
、
１
軍

登
板
な
し
で
14
年
秋
に
戦
力
外

に
な
っ
た
。

　
打
撃
投
手
を
務
め
た
後
、
16

年
か
ら
独
立
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー

し
、
昨
秋
の
入
団
テ
ス
ト
に
合

格
し
た
。
　
　
　
（
宜
野
湾
）

診
断
に
絶
句
、で
も
公
表

復
帰
へ
強
い
意
志

ス
ポ
ー
ツ
界
で
復
帰
の
例

岩
下
元
投
手
や
海
外
で
も

復
帰
の
古
村
、休
日
返
上

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ



　
愛
知
県
豊
橋
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
人
の
集
い
「
豊
橋
会
」
は

１
月
30
日
、
西
ジ
ャ
ワ
州
ブ
カ

シ
県
デ
ル
タ
マ
ス
の
日
本
料
理

店
「
ほ
っ
と
け
や
」
で
73
回
目

と
な
る
豊
橋
会
を
新
年
会
と
し

て
開
い
た
＝
写
真
。

　
５
人
の
初
参
加
者
を
迎
え

て
、
24
人
が
集
っ
た
。

　
新
年
会
は
お
と
そ
で
始
ま

り
、
こ
と
し
１
年
の
成
就
を
祈

願
し
た
。
今
回
は
初
参
加
の
方

が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
豊
橋
に

ま
つ
わ
る
話
で
盛
り
上
が
っ

た
。

　
次
回
の
懇
親
会
は
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
３
月
に
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

も
予
定
し
て
い
る
。

　
「
豊
橋
出
身
の
方
、
豊
橋
を

通
っ
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
少
し

で
も
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
ご
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」

　
問
い
合
わ
せ
は
中
村
さ
ん

（
携
帯
０
８
１
２･

９
１
２

６･

７
９
１
９
、
メ
ー
ルbni.

okazaki.sk@
gm
ail.com

）
ま

で
。

通
点
が
分
か
り
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

　
「
当
会
で
は
年
に
４
回
の
懇

親
会
と
ゴ
ル
フ
を
毎
月
１
回
開

催
し
て
お
り
ま
す
。
兵
庫
県
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

　
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局

の
山
崎
さ
ん
（
メ
ー
ル

kusunokikai.jakarta@
gm
ail.com

）
ま
で
。
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兵
庫
県
人
会
「
楠
会
」
は
１

月
28
日
、
南
ジ
ャ
カ
ル
タ
区
セ

ノ
パ
テ
ィ
通
り
に
あ
る
日
本
料

理
店
「KOIKI EATERY

」
で

新
年
会
を
開
い
た
＝
写
真
。

　
当
日
は
初
参
加
者
５
人
を
含

め
22
人
が
集
ま
っ
た
。

　
自
己
紹
介
で
は
前
任
地
が
同

じ
で
あ
っ
た
り
、
同
じ
学
校
の

出
身
だ
っ
た
り
な
ど
意
外
な
共

◇
楠
会
◇

◇
豊
橋
会
◇

意
外
な
共
通
点
発
見
で
笑
い

初
参
加
５
人
を
迎
え
て
22
人
集
う

催し

▼東京外国語大学
　東京外国語大学は1 7日
（日）午後１時半～同４時、
南ジャカルタの国際交流基金
ジャカルタ日本文化センター
で、邦人向け公開講演会「現
代インドネシアのイスラーム
を知る２」を開く。
　当日の予定は、冒頭で国際
交流基金の塚本倫久所長と
東京外国語大学アジア・アフ
リカ言語文化研究所の床呂郁
哉教授があいさつ。午後１時
40分から、千葉大学名誉教授
の中村光男さんが「体験的イ
スラーム入門：ムスリムと共
生のための基礎知識」と題し
て講演し、同３時10分から、
「東南アジア・ムスリム青年
との対話　Talk with Muslims 
series（TAMU）」を紹介し

て、質疑応答をする。
　参加無料。使用言語は日本
語。定員は先着100人。要事前
申し込み。メールに代表者の
名前、所属（ある場合）、連
絡先、来場人数を明記する。
　申し込み、問い合わせは
畑尾さん（メールhatao_aa_
tufs@yahoo.co.jp）まで。
▼ＪＪＣブリッジ部
　トランプカード・ゲーム
の「ブリッジ」を楽しむジャ
カルタ・ジャパンクラブ（Ｊ
ＪＣ）ブリッジ部は３月22日
（金）から、初心者講習会を
開く。
　祝祭日を除く、毎週金曜の
午前９時から正午まで、ジャ
カルタジャパンクラブ会議室
で全５回実施する。
　会費は５回分50万ルピア
（教材・飲み物代込）。
　「この機会にブリッジを始

めてみませんか？」
　問い合わせは知念さん（携
帯0812・9030・7326、メール
okinawamoai@yahoo.co.jp）、
山田さん（携帯0813・1848・
3283）まで。
▼海外職業訓練協会
　海外職業訓練協会（ＯＶＴ
Ａ）は、３月１日（金）午後３
時～同５時45分、南ジャカル
タのスミットマスビル６階の
ジェトロ・ジャカルタ事務所
会議室で、企業実務講座「就
業ルール・解雇・退職金」を
開く。
　講師はパーソル・ケリー・
コンサルティングの森智和
さん。インドネシア特有の就
業ルール（雇用形態、賃金構
成、休暇規定、医師の診断書
など）に関する初級編と、解
雇の実施と、それに伴う退職
金に関する中級編で構成。

　「外国人が人事に携わって
はならないインドネシアで、
どう外国人経営者が関わって
いくのかを知るヒントをご提
供できれば幸いです」
　参加無料。講演は日本語。
定員50人（１社２人まで）。
申し込みは25日（月）まで。
　申し込みはウェブの専
用フォーム（www. j e t r o .
g o . j p / f o r m 5 / p u b / j k t /
ovtaseminar）。

懇親会

▼佐賀県人会
　佐賀県人会は15日（金）、
ホームカミングデーで来イし
ている佐賀大学の一行も交え
た懇親会を南ジャカルタのレ
ストランで開催する。
　問い合わせは牟田さん
（メールkenichiro.muta@aon.
com）まで。

　思ったことは、日本は春、夏、
あき、ふゆがあるのに、インドネ

シアは夏だけしかなくて、日本の
家の近くにはプールがないのに、
インドネシアはプールが近くにあ
ったりします。日本は、おふろが
一つなのに、インドネシアは、二
つにわかれています。

インドネシアにきて思ったこと
小学部２年５組
さいとう　しゅん

　わたしは、くまちゃんをつれ
て、バンコクに行きました。ホテ
ルに帰ってルームサービスをたの
んで、ごはんを食べていて、くま
ちゃんがいないと気がついたので
す。くまちゃんがいないと知った
わたしは、ごはんをのこしてねま

した。それで、ちがうホテルにと
まりに行っちゃったので、ますま
すかなしくてしんぱいになりまし
た。でも、おかあさんがずっとホ
テルの人とれんらくをとり合い、
見つけ出してくれました。 
　くまちゃんがぶじだと分かった
時、わたしの気もちはなにも言え
ないぐらいうれしかったです。な
ぜなら、赤ちゃんのころから、ず
っといたくまちゃんだからです。 

くまちゃんがいなくなった
小学部２年５組
さとう　ももは

　僕は、マレーシアのレダン島に
行きました。その島で見た星が、
すごくきれいで思い出に残りまし
た。
　いちばん最初に見た星座は、さ
そり座です。一番目立ったのは、
真っ赤な一等星アンタレスです。
さそり座を全体で見たら、Ｓ字の
カーブを描いていました。さそり
座について調べてみたら、さそり

座が東の空から出てくるとオリオ
ン座は西にしずみ、さそり座が西
にしずむとオリオン座が東の空か
らのぼってきます。
　僕は、とても星に興味をもった
ので、僕の星座の「いて座」につ
いて調べてみました。いて座は、
南斗六星と呼ばれていることが分
かりました。しかし西洋ではミル
ク・ディッパーと呼ばれていまし
た。
　みんなも星に興味をもってみて
ください。きっと楽しいと思いま
す。

レダン島の星空
小学部４年４組
脇谷　紘遙

　家でハムスターを飼っていま
す。名前はジャンボとよつばで
す。ジャンボは、とてもおとなし
い性格です。逆によつばはとても
活発で良く動きます。でも今まで
ずっとかごの中で飼っていまし
た。夏休みに昔ＪＪＳに居た友達
が遊びに来てくれて、ハムスター
ボールをプレゼントしてくれまし

た。
　ハムスターボールに入れたら、
最初は壁にぶつかったりしてとて
もバンバンうるさかったのです
が、ブレーキを覚えて壁にぶつか
らないように遊べるようになりま
した。今では家のハムスターはハ
ムスターボールが大好きです。
　今年の夏休みは日本に帰れませ
んでしたが、友達が日本の道具を
買ってきてくれてハムスターが幸
せになりました。

ハムスターボール
小学部４年４組
小林　ひいらぎ

　ぼくは夏休みに、福井県にある
「ちくちくぼんぼん」という学校
の宿に泊まりました。
　着いてからすぐ川遊びをして虫
や魚を色々見つけました。ぼくが
一番見つけたかったヘビトンボが
たくさんいました。最後にライフ
ジャケットを着けて流れる遊びも

しました。川の水はとても気持ち
よかったです。その後は温泉にも
入りました。夜ご飯はバーベキュ
ーをしました。お肉や野菜をいっ
ぱい食べました。夜、いとこのお
じさんと虫探しをして色々見つけ
ました。帰り道にはタヌキが突然
現れてびっくりしました。
　ジャカルタでは見えないたくさ
んの星が見えました。今度はキャ
ンプがしたいです。

いとことの夏休み
小学部５年４組
𠮷田　海斗

ことし一年の成就を祈願
初参加５人を迎えて24人集う

（2017年度）（2017年度）
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04:00 NHKニュース おはよう日
本   

06:00 連続テレビ小説「まんぷ
く」  (112)  

06:15 あさイチ   
07:55 みんなの体操   
08:00 ニュース・気象情報   
08:05 うたコン  「あのころを思

い出す！トキメキ名曲集」    
08:50 コンとコトン  「中田有紀

とサラリーマンNEO！“ス
ケバン欧愛留”」    

09:20 所さん！大変ですよ  「こ
の春オススメ！不思議なバ
スツアー」    

09:48 視点･論点   
10:00 ニュース   
10:20 旬感☆ゴトーチ！   
10:45 連続テレビ小説「まんぷ

く」  (112)    
11:00 趣味どきっ！  「人と暮ら

しと、台所」(2)  
11:25 おもてなしの基礎英語   
11:35 テレビで中国語  「第40

課」  
12:00 CYCLE AROUND　JAPAN

　Highlights  「島根　受
け継がれる情熱と文化」    

12:27 Asia Insight  （アンコー
ル）「水上人形劇を守る村
～ベトナム」    

13:00 BSニュース   
13:10 みんなのうた   
13:15 デザインあ　5分版   
13:20 イッピン  「伝統の技でス

タイリッシュに！～富山・
高岡の金属製品」  

13:50 ごごナマ  「おしゃべり日
和」  

14:45 ピタゴラスイッチミニ   
14:50 ニュース・気象情報   
14:55 うちなーであそぼ   
15:01 にほんごであそぼ   
15:11 えいごであそぼ ｗｉｔｈ 

Ｏｒｔｏｎ   
15:21 いないいないばあっ！   
15:36 おかあさんといっしょ   
16:00 コウケンテツの世界幸せゴ

ハン紀行   
16:10 みいつけた！   
16:25 天才てれびくんYOU   
17:00 NHKニュース 7     
17:30 ガッテン！  「“新原因”発

見！衝撃の肩・首のこり改
善SP」  

18:15 探検バクモン  「山中教授
とめぐる　京都大学iPS細
胞研究所」  

18:45 まいにちスクスク   
18:50 もういちど、日本   
19:00 ニュースウオッチ 9     
20:00 クローズアップ現代＋  

「おカネをどう生かす？東
京五輪・パラ」  

20:25 歴史秘話ヒストリア  「南
の島は戦場になった　トラ
ック空襲75年目の真実」  

21:10 ニュースチェック11   
21:40 国際報道2019   
22:35 又吉直樹のヘウレーカ！  

選「ピアノで脳の働きが良
くなるってホント！？」  

23:19 NHK映像ファイル　あの
人に会いたい  （アンコ
ール）「手塚治虫（漫画
家）」  

23:30 ねほりんぱほりん  「"戸
籍のない人"保険証もな
い！学校も通えない！壮絶
な人生」  

14日
00:00 あの日　わたしは～証言記

録　東日本大震災～   
00:05 ニュースチェック11     
00:35 時論公論   
00:45 趣味の園芸　やさいの時間  

「農家1年生　山田さんの
畑日記」  

01:14 きょうの健康  「こころの
病気　総力特集」高齢者の
うつ病  

01:29 きょうの料理  「レパート
リーに加えたい　あったか
肉おかず」“鶏レバー” 　
鶏レバーの赤ワイン煮  

01:54 きょうの料理ビギナーズ   
01:59 まる得マガジン   
02:04 ごごナマ      
03:00 おかあさんといっしょ     
03:24 みいつけた！     
03:39 コレナンデ商会   
03:49 ゴー！ゴー！キッチン戦隊

クックルン   

　

中
部
ジ
ャ
ワ
州
で
昨
年
12
月

か
ら
、
乗
用
車
と
オ
ー
ト
バ
イ

に
放
火
す
る
事
件
が
相
次
ぎ
、

12
日
ま
で
に
計
27
件
が
確
認
さ

れ
た
。
地
元
メ
デ
ィ
ア
は
犯
人

ら
を
「
テ
ロ
リ
ス
ト
」
と
呼

び
、
国
家
警
察
な
ど
は
同
一
集

団
に
よ
る
犯
行
と
み
て
捜
査
を

急
い
で
い
る
が
、
特
定
さ
れ
て

い
な
い
。

　

地
元
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
と
、

ス
マ
ラ
ン
市
で
17
件
、
ク
ン
ダ

ル
県
で
８
件
、
ス
マ
ラ
ン
県
と

グ
ロ
ボ
ガ
ン
県
で
１
件
ず
つ
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　

監
視
カ
メ
ラ
に
映
像
が
記
録

さ
れ
た
犯
行
で
は
い
ず
れ
も
、

路
上
に
駐
車
さ
れ
た
乗
用
車
や

オ
ー
ト
バ
イ
に
布
を
か
ぶ
せ
、

ガ
ソ
リ
ン
を
ま
い
て
放
火
す
る

手
口
が
共
通
し
、
国
家
警
察
な

ど
は
同
一
集
団
の
犯
行
と
み
て

い
る
。

　

州
警
察
は
夜
間
の
警
戒
態
勢

車
に
27
件
連
続
放
火

中
部
ジ
ャ
ワ
州  

昨
年
末
か
ら
、同
一
犯
か

を
強
化
、
事
件
の
発
生
前
後
に

ガ
ソ
リ
ン
購
入
者
で
不
審
な
人

物
が
い
な
い
か
な
ど
、
捜
査
を

進
め
て
い
る
が
、
犯
人
を
特
定

で
き
て
い
な
い
。
国
家
警
察
も

監
視
カ
メ
ラ
の
解
析
を
急
い
で

い
る
が
、
解
像

度
が
悪
く
、
有

力
な
手
掛
か
り

を
得
ら
れ
て
い

な
い
と
い
う
。

　

中
部
ジ
ャ
ワ

州
に
は
ジ
ョ

コ
・
ウ
ィ
ド
ド

（
通
称
ジ
ョ
コ

ウ
ィ
）
大
統
領

の
出
身
地
ソ
ロ

市
が
あ
り
、
民

間
調
査
機
関
チ

ャ
ル
タ
・
ポ
リ

テ
ィ
カ
が
１
月

16
日
に
発
表
し

た
世
論
調
査
で

は
、
同
州
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル

タ
を
加
え
た
地
域
で
ジ
ョ
コ
ウ

ィ
組
の
支
持
率
が
72
・
３
％
に

上
っ
た
。

　

地
元
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
一
連

の
犯
行
が
４
月
に
投
開
票
が
行

わ
れ
る
大
統
領
選
に
向
け
、
同

州
で
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
現

政
権
へ
の
不
信
感
を
あ
お
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
、
と
い
う

見
方
が
出
て
い
る
。

　

ガ
ン
ジ
ャ
ル
・
プ
ラ
ノ
ウ
ォ

同
州
知
事
は
「
訓
練
さ
れ
た
人

間
の
犯
行
で
、
政
府
が
対
処
で

き
な
い
と
い
う
印
象
を
与
え
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た

が
、
大
統
領
選
へ
の
影
響
は
否

定
し
て
い
る
。
チ
ャ
フ
ヨ
・
ク

モ
ロ
内
相
は
「
明
確
な
動
機
は

な
い
が
、
平
和
と
秩
序
を
乱
す

た
め
の
犯
行
」
と
話
し
た
。

（
大
野
航
太
郎
）

　

き
ち
り
（
本
社
・
大
阪
市
中

央
区
）
は
15
日
、
中
央
ジ
ャ
カ

ル
タ
区
の
高
級
モ
ー
ル
「
プ
ラ

ザ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」
５
階
の

ル
ミ
ネ
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
内
に
、

牛
肉
を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
店

「
い
し
が
ま
や
ハ
ン
バ
ー
グ
」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る
。

　

海
外
進
出
初
の
１
号
店
で
、

主
力
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
独
自
の

石
窯
で
焼
き
上
げ
た
ハ
ン
バ
ー

グ
の
ほ
か
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
み

で
楽
し
め
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ

ュ
ー
も
取
り
そ
ろ
え
た
。

　

ハ
ン
バ
ー
グ
は
豪
州
、
米
国

か
ら
厳
選
し
て
輸
入
し
た
牛
肉

を
使
用
。
同
店
の
特
徴
で
あ

る
、
独
自
に
開
発
し
た
ハ
ン
バ

ー
グ
専
用
石
窯
で
、
時
間
を
か

け
て
ふ
っ
く
ら
と
ジ
ュ
ー
シ
ー

に
焼
き
上
げ
た
ハ
ン
バ
ー
グ
を

提
供
す
る
。
ス
テ
ー
キ
に
使
わ

れ
る
よ
う
な
良
質
な
肉
を
使
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

12
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
を
記

念
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ

た
。
海
外
初
進
出
に
ジ
ャ
カ
ル

タ
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、

き
ち
り
の
城
所
将
太
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
「
信
頼
で
き
る

現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
た
。
ま

た
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
ま
す
ま

す
こ
れ
か
ら
成
長
が
見
込
め

る
」
と
語
る
。

　

初
の
海
外
進
出
で
新
た
に
、

石
窯
で
焼
く
デ
ザ
ー
ト
の
ハ
ニ

ー
ト
ー
ス
ト
な
ど
メ
ニ
ュ
ー
４

品
を
加
え
た
。
ま
た
、
日
本
で

は
し
ょ
う
ゆ
ベ
ー
ス
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ソ
ー
ス
の
み
だ
が
、
国
内

で
は
５
種
の
ソ
ー
ス
を
そ
ろ
え

た
。

　

い
し
が
ま
や
ハ
ン
バ
ー
グ

は
、
き
ち
り
が
手
掛
け
る
主
力

ブ
ラ
ン
ド
の
一
つ
で
、
２
０
１

０
年
に
日
本
の
吉
祥
寺
で
１
号

いしがまやハンバーグ
プラザ・インドネシア  海外初オープン

オ
ー
プ
ン
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
記
念
撮
影
を
行
う
城
所
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
左
）
ら

店
を
オ
ー
プ
ン
。
現
在
は
国
内

で
、
約
20
店
舗
を
展
開
し
て
い

る
。

　

城
所
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
「
こ
だ
わ
り
の
ハ
ン
バ
ー
グ

と
真
心
の
こ
も
っ
た
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
ー
を
提
案
、
提
供
し
、

健
康
的
で
お
い
し
い
日
本
の
食

文
化
を
広
め
た
い
」
と
述
べ

た
。
（
上
村
夏
美
、
写
真
も
）

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
ス
ラ
ン
ゴ
ー

ル
州
で
１
月
に
西
ジ
ャ
ワ
州
バ

ン
ド
ン
県
の
繊
維
会
社
経
営
、

ウ
ジ
ャ
ン
・
ヌ
ル
ヤ
ン
ト
さ
ん

（
37
）
と
、
友
人
の
ア
イ
・
ム

ナ
ワ
ロ
ー
さ
ん
の
遺
体
が
発
見

さ
れ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
警
察
は

12
日
、
２
人
を
殺
害
し
た
容
疑

で
、
ヌ
ル
ヤ
ン
ト
さ
ん
と
協
業

し
て
い
た
パ
キ
ス
タ
ン
人
２
人

を
逮
捕
し
た
と
発
表
し
た
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
が
報

じ
た
。

　

遺
族
に
よ
る
と
、
ヌ
ル
ヤ
ン

ト
さ
ん
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
販

売
を
担
当
し
て
い
る
容
疑
者
２

人
か
ら
販
売
益
70
億
ル
ピ
ア
を

受
け
取
る
た
め
、
１
月
17
日
に

マ
レ
ー
シ
ア
に
渡
航
、
22
日
か

ら
連
絡
が
取
れ
な
く
な
っ
た
。

26
日
に
マ
レ
ー
シ
ア
当
局
か

ら
、
ヌ
ル
ヤ
ン
ト
さ
ん
と
み
ら

れ
る
遺
体
が
ス
ラ
ン
ゴ
ー
ル
州

の
川
で
発
見
さ
れ
た
と
の
連
絡

を
受
け
た
と
い
う
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
当
局
が
容
疑
者

２
人
を
拘
束
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
移
送
、
国
家
警
察
が
逮
捕

し
た
。

　

国
家
警
察
は
、
マ
レ
ー
シ
ア

当
局
の
協
力
を
得
て
捜
査
を
進

め
る
。　
　

（
大
野
航
太
郎
）

放
火
さ
れ
た
乗
用

車
＝
ド
ゥ
テ
ィ
ッ

ク
コ
ム

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
家
警
察
に

よ
る
と
、
シ
リ
ア
東
部
デ
リ
ゾ

ー
ル
県
で
先
月
末
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人
で
過
激
派
イ
ス
ラ
ミ
ッ

ク
・
ス
テ
ー
ト
（
Ｉ
Ｓ
）
の
ム

ハ
ン
マ
ド
・
サ
イ
フ
デ
ィ
ン
構

成
員
が
戦
闘
で
砲
弾
の
破
片
を

受
け
、
死
亡
し
た
。
Ｉ
Ｓ
に
よ

る
人
質
殺
害
動
画
に
登
場
す
る

「
処
刑
人
」
だ
っ
た
と
い
う
。

ロ
イ
タ
ー
通
信
な
ど
が
報
じ

た
。

　

元
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
関
係
者

の
間
で
は
、
Ｉ
Ｓ
の
バ
グ
ダ
デ

ィ
指
導
者
に
近
い
人
物
と
の
指

摘
も
あ
る
。

　

米
財
務
省
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
よ
る
と
、
同
構
成
員
は
40
歳

で
、
動
画
に
登
場
す
る
な
ど
の

Ｉ
Ｓ
の
勧
誘
活
動
を
行
っ
た
と

し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
の
２
人
と
と
も
に
同

省
の
「
特
定
国
際
テ
ロ
リ
ス

ト
」
に
指
定
さ
れ
、
資
産
凍
結

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
リ
ア
紛
争
を
め
ぐ
っ
て

は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
が
Ｉ

Ｓ
支
配
地
域
の
完
全
制
圧
を
近

く
発
表
で
き
る
と
６
日
に
表

明
。
東
部
と
北
部
で
は
、
米
軍

の
支
援
を
受
け
る
ク
ル
ド
人
主

体
の
武
装
組
織
「
シ
リ
ア
民
主

軍
（
Ｓ
Ｄ
Ｆ
）
」
が
、
Ｉ
Ｓ
へ

の
攻
勢
を
強
め
て
い
る
。

（
米
元
文
秋
）

Ｉ
Ｓ
制
圧
作
戦
に
備
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｆ
の

兵
士
ら
＝
11
日
、
シ
リ
ア
東
部
デ
リ

ゾ
ー
ル
県
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時
事
）

　

国
家
防
災
庁
（
Ｂ
Ｎ
Ｐ
Ｂ
）

は
11
日
、
火
山
地
質
災
害
対
策

局
（
Ｐ
Ｖ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
が
、
北
ス

ラ
ウ
ェ
シ
州
シ
ア
ウ
・
タ
グ
ラ

ン
ダ
ン
・
ビ
ア
ロ
諸
島
（
シ
タ

ロ
）
県
シ
ア
ウ
島
の
カ
ラ
ン
グ

タ
ン
山
（
２
４
６
０
メ
ー
ト

ル
）
の
火
山
活
動
が
活
発
化

し
て
い
る
と
し
て
、
北

部
の
火
口
「
カ
ワ
・
ド

ゥ
ア
」
と
南
部
の
「
カ

ワ
・
ウ
タ
マ
」
か
ら
半

径
２
・
５
キ
ロ
な
ど
を

危
険
区
域
に
指
定
し
た

と
発
表
し
た
。
昨
年
11

月
と
こ
と
し
２
月
に
溶

岩
流
が
確
認
さ
れ
、
12

月
20
日
に
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
を
４
段
階
中
上
か

ら
２
番
目
の
「
シ
ア
ガ

（
警
戒
）
」
に
引
き
上
げ
た
。

国
軍
や
警
察
が
警
戒
態
勢
を
敷

い
て
お
り
、
周
辺
住
民
１
９
０

人
が
避
難
し
て
い
る
。

　

危
険
区
域
に
は
二
つ
の
火
口

周
辺
以
外
に
、
山
の
西
部
か
ら

北
西
部
に
か
け
て
３
キ
ロ
、
北

西
部
か
ら
北
部
に
か
け
て
４
キ

ロ
が
指
定
さ
れ
た
。

　

避
難
者
は
シ
ア
ウ
島
北
西
部

の
バ
ト
ゥ
ブ
ラ
ン
村
の
住
民
５

１
５
人
の
約
４
割
。
安
全
な
学

校
や
親
族
の
家
に
避
難
し
て
い

る
。

　

３
日
に
は
北
西
の
山
肌
の
２

８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

溶
岩
流
が
確
認
さ
れ
、
海
ま
で

達
し
た
。
今
後
も
火
砕
流
や
溶

岩
流
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
と
し

て
、
バ
ト
ゥ
ブ
ラ
ン
村
の
ほ
か

周
辺
２
村
に
避
難
を
呼
び
掛
け

て
い
る
。　
　

（
中
島
昭
浩
）

カ
ラ
ン
グ
タ
ン
山
で
確
認

さ
れ
た
溶
岩
流
＝
国
家
防

災
庁
提
供

火
口
周
辺
危
険
区
域
に

北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州

カ
ラ
ン
グ
タ
ン
山

Ｉ
Ｓ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
死
亡

シ
リ
ア
の
戦
闘
で

パ
キ
ス
タ
ン
人
２
人
を
逮
捕

マ
レ
ー
シ
ア
で
イ
人
殺
害
か


